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4月1日号

輸送量 前年同月比

トラック
特別積合せ（千トン） 4,856 101.2%

一　般 ― 101.1%
宅配便（千個） 319,995 103.4%

輸送統計
平成31年1月分
▶国土交通省調べ

交通事故統計 事業用貨物自動車の死亡事故件数
大型 中型 準中型 普通 計

20
（－1）

10
（－3）

4
（－2）

1
（+1）

35
（－5）

交通事故死者数（人）

2月28日現在 3月31日現在

475
（－88）

736
（－109）

全国の死亡
事故件数

468
（－79）

平成31年2月末
事業用トラック第1当事者死亡事故件数
軽貨物は除く。（  ）内は前年同月比増減数
▶警察庁調べ

コ ラ ラ ン ッム イ ナ プ
トラック運送事業者のための経営のヒント【「企業本来の目的」の追求】／タイヤケア
ホントの話【「トラックタイヤ店をフル活用する会話術」】…３面／食の新旧街道を行く【「ソ
ースの道②」「福井のソースカツ丼」】…７面

今号に掲載した記事の関連資料と
関連HPへは全ト協HPバナーから
アクセスできます。

▼全ト協会員専用ページのパスワード▼

3/15～4/14  3895
4/15～5/14  2981

２・3
・	トラック協会ニュース

・	官公庁ニュース（国交省等）

4
・		適正運賃・料金収受推進特集
第１回「適正な運賃と料金の収
受に向けて取り組むべき課題」
寄稿：㈱コヤマ経営	小山雅敬

7 ・	トラック協会ニュース
・	官公庁ニュース（国交省等）

8 ・		「健康職場づくり」事業者訪問
	　		㈱ボルテックスセイグン（群馬県安中市）

5 		「当社の新人社員さんを
紹介します！」

（㈱キョウエイファイン・愛知県豊田市）

先輩社員から指導を受ける
新人社員の浜田真光さん㊨

6 ・		2019年度
全ト協の主な助成制度のご案内

国交省

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
に

関
係
す
る
各
関
連
法
の
う

ち
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
る
の
は
表
１
の
通
り
。
運

送
事
業
者
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
界
の
働
き
方
改
革
の

実
現
の
た
め
に
、
速
や
か
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
。

　

な
お
、
働
き
方
改
革
関
連

法
の
今
後
の
施
行
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
表
２
の
通
り
と
な
っ

て
お
り
、
今
年
か
ら
２
０
２

４
年
に
か
け
て
各
関
連
法
が

順
次
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は

「
働
き
方
改
革
特
設
サ
イ

ト
」
を
新
た
に
設
け
、「
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
」
や

「
年
次
有
給
休
暇
の
確
実
な

取
得
」
な
ど
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
︵
写
真
︶
な
ど
を
掲
載
し

て
い
る
ほ
か
、
全
国
各
地
に

設
置
し
た
「
働
き
方
改
革
推

進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
無
料

相
談
に
応
じ
て
い
る
。
詳
細

は
、
厚
労
省
働
き
方
改
革
特

設
サ
イ
ト
を
参
照
の
こ
と
。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
昨
年
３
月
に
「
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
界
の
働
き
方
改
革

実
現
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」を
策
定
。「
解
説
書
」

を
用
い
た
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
同
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
る
。

図 道路
　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
国
土
交
通
省
と
連

名
で
、
荷
主
に
対
し
て
大
型

連
休
の
輸
送
時
期
の
分
散
協

力
を
呼
び
か
け
る
チ
ラ
シ

︵
写
真
︶
を
作
成
し
た
︵
今

号
に
折
り
込
み
︶。

　
「
天
皇
の
即
位
の
日
及
び

即
位
礼
正
殿
の
儀
の
行
わ
れ

る
日
を
休
日
と
す
る
法
律
」

が
平
成
30
年
12
月
の
臨
時
国

会
で
成
立
し
、
今
年
の
４
月

27
日
㈯
〜
５
月
６
日
㈪
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク（
Ｇ
Ｗ
）

が
土
曜
・
日
曜
日
を
含
め
て

最
大
10
連
休
と
な
り
、
道
路

等
の
混
雑
、
ま
た
貨
物
の
集

中
な
ど
に
よ
る
車
両
不
足
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
、
国
交
省
・

全
ト
協
で
は
荷
主
企
業
に
対

し
て
余
裕
を
も
っ
た
輸
配
送

計
画
の
策
定
、
輸
送
時
期
の

分
散
お
よ
び
早
目
の
情
報
提

供
な
ど
に
関
す
る
理
解
と
協

力
を
求
め
る
チ
ラ
シ
を
作

成
。
会
員
事
業
者
に
お
か
れ

て
は
、
必
要
に
応
じ
て
荷
主

へ
の
相
談
の
際
に
活
用
さ
れ

た
い
。

　

な
お
、
同
チ
ラ
シ
は
全
ト

協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
。

　

国
土
交
通
省
は
４
月
１

日
、
物
流
上
重
要
な
道
路
と

し
て
位
置
づ
け
る
「
重
要
物

流
道
路
」
に
つ
い
て
、
供
用

中
区
間
（
約
３
万
５
０
０
０

㌔
㍍
）
の
指
定
を
行
っ
た
。

　

国
交
省
で
は
、
昨
年
３
月

の
道
路
法
改
正
に
お
い
て
、

国
交
大
臣
が
物
流
上
重
要
な

道
路
を
重
要
物
流
道
路
と
し

て
指
定
し
、
機
能
強
化
や
重

点
支
援
を
実
施
。
道
路
構
造

上
支
障
の
な
い
区
間
に
つ
い

て
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
車

（
40
㌳
背
高
）
の
特
殊
車
両

通
行
許
可
を
不
要
と
す
る
措

置
の
導
入
に
よ
り
物
流
の
効

率
化
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
災

害
時
の
道
路
啓
開
・
災
害
復

旧
を
国
が
代
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
災
害
時
の
早
期
復
旧

が
可
能
と
な
る
︵
図
︶。

　

今
回
指
定
し
た
内
容
は
、

次
の
通
り
。

①
重
要
物
流
道
路
︵
約
３
万

５
０
０
０
㌔
㍍
︶

・
高
規
格
幹
線
道
路
や
直
轄

国
道
、
都
市
高
速
道
路
の
供

用
中
区
間
（
約
３
万
５
０
０

㌔
㍍
）

・
主
要
拠
点
（
空
港
・
港
湾

等
）
へ
の
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
と
な

る
、
地
方
管
理
道
路
の
供
用

中
区
間（
約
４
５
０
０
㌔
㍍
）

②
代
替
・
補
完
路
︵
約
１
万

５
０
０
０
㌔
㍍
︶

・
重
要
物
流
道
路
の
脆
弱
区

間
の
代
替
路
や
災
害
時
拠
点

（
備
蓄
基
地
・
総
合
病
院

等
）
へ
の
補
完
路
と
し
て
、

代
替
・
補
完
路
を
指
定

　

国
交
省
で
は
今
後
、
各
地

域
に
お
い
て
、
高
規
格
幹
線

道
路
や
地
域
高
規
格
道
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る

新
た
な
広
域
道
路
交
通
ビ
ジ

ョ
ン
・
計
画
を
策
定
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て

２
０
１
９
年
度
中
に
事
業
中

・
計
画
中
を
含
め
て
重
要
物

流
道
路
を
指
定
す
る
予
定
と

し
て
い
る
。

大
型
連
休
の
輸
送
分
散
対
応
呼
び
か
け
る

荷
主
向
け
チ
ラ
シ
を
作
成

全ト協
国交省

① 長時間労働の是正、多様で柔軟な働き方の実現等 
年度

法律・内容 2019 2020 2021 2022 2023 2024

労働
基準法

時間外労働の上限規制（年
720 時間）の適用【一般則】

4 月 1 日から
大企業に適用

4 月 1 日から
中小企業に適用

時間外労働の上限規制（年
960 時間）の適用【自動
車運転業務】

※ 衆議院の附帯決議において、「自動車運転業務については、長時間労働の実態があることに留意
し、改正法施行後 5 年後の特例適用までの間、過労死の発生を防止する観点から改善基準告示
の見直しを行うなど必要な施策の検討を進めること」とされた。

※ 参議院の附帯決議において、「自動車運転業務については、過労死等の防止の観点から、「自動
車運転者の労働時間等の改善のための基準」の総拘束時間等の改善について、関係省庁と連携し、
速やかに検討を開始すること」とされた。

4 月 1 日
から適用

月 60 時間超の時間外割増
賃金率引上げ（25％→ 50
％）の中小企業への適用

4 月 1 日
から適用

年休 5 日取得義務化 4 月 1 日
から適用

② 雇用形態にかかわらない公正な待遇の確保 
年度

法律・内容 2019 2020 2021 2022 2023 2024

パートタイム・
有期雇用労働法

同一労働
同一賃金

4 月 1 日から
大企業に適用

4 月 1 日から
中小企業に適用

労働者派遣法 同一労働
同一賃金

4 月 1 日
から適用

　
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
が
４
月
１
日

か
ら
順
次
施
行
さ
れ
て
い
る
。労
働
者
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た
多
様
な
働
き

方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
「
働

き
方
改
革
」
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め

に
、
各
関
連
法
の
施
行
を
通
じ
て
「
長
時

間
労
働
の
是
正
」「
多
様
で
柔
軟
な
働
き

方
の
実
現
」「
雇
用
形
態
に
か
か
わ
ら
な

い
公
正
な
待
遇
の
確
保
」
等
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

年５日の年次有給休暇の確実な取得
わかりやすい解説

年４月施行

年４月から、全ての使用者に対して
「年５日の年次有給休暇の確実な取得」が義務付けられます。

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

働き方改革関連法解説（労働基準法／年５日の年次有給休暇の確実な取得関係）

日
SUN MON

昭和の日 憲法記念日 みどりの日

こどもの日 振替休日

TUE WED THU FRI SAT
月 火 水 木 金 土

21
4月

5月

22 23 24 25 26 27

28 29 30 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
分散にご協力をお願いします。分散にご協力をお願いします。

分散にご協力をお願いします。分散にご協力をお願いします。

1
10連休

天皇の
即位の日

※5月1日が祝日となり前後も休日になります。

ご協力をお願いしますご協力をお願いします！！

荷主の皆さまへのお願い

輸送時期の分散に輸送時期の分散に

 今年のゴールデンウイークは最大 10 連休です  今年のゴールデンウイークは最大 10 連休です ●● ●●

　「天皇の即位の日及び即位礼正殿の儀の行われる日を休日とする法律」が平成 30 年 12
月の臨時国会で成立し、今年の 4 月27日（土）～ 5 月6日（月）のゴールデンウイーク（ＧＷ）
は土曜日、日曜日を含めて最大 10 連休となります。
　10 連休に伴い道路等の混雑、また貨物の集中などによる車両不足も心配されています。
　このため、荷主企業の皆さまには、余裕をもった輸配送計画の策定、輸送時期の分散お
よび早目の情報提供など、ご理解とご協力をお願いいたします。

※

物
流
効
率
化
・
災
害
時
の
早
期
復
旧
を
実
現

厚
労
省
「働き方改革関連法」4月1日から順次施行

「
重
要
物
流
道
路
」約
３
万
５
０
０
０
㌔
㍍
を
指
定

４月１日から施行された「働き方改革関連法」

 「働き方改革関連法」の施行スケジュール

表１

表２

❶ 労働時間に関する制度の見直し（労働基準法）
　▶時間外労働の上限規制（年 720 時間）の適用【一般則】

　時間外労働の上限について、月45 時間・年 360 時間を原則とし、臨
時的な特別な事情がある場合も年 720 時間・単月100 時間未満（休日労
働含む）・複数月平均 80 時間（休日労働含む）を限度に設定（大企業
は2019 年 4月1日から、中小企業は2020 年 4月1日から適用）。

　▶年休 5 日取得義務化
　使用者は、10日以上の年次有給休暇が付与される労働者に対し、５日
については、使用者が労働者の意見を聴取し、その意見を尊重した上で、
毎年時季を指定して与えなければならない。ただし、労働者が有給休暇
を自ら取得した場合は、その日数を5日から除くことができる。
　なお、使用者による時季指定を行う場合は、時季指定の対象となる労

働者の範囲および時季指定の方法等について、就業規則に記載しなけれ
ばならない。
　さらに、使用者は、労働者ごとに年次有給休暇管理簿を作成し、3年
間保存しなければならない。

　❷ 勤務間インターバル制度の普及促進等（労働時間等設定改善法）
　事業主は、前日の終業時刻と翌日の始業時刻の間に一定時間の休息の
確保に努めなければならない。

❸ 産業医・産業保健機能の強化　（労働安全衛生法等）
　事業者から産業医に対し、その業務を適切に行うために必要な情報を提
供することとするなど、産業医・産業保健機能の強化を図る。

業界の「働き方改革」実現目指し速やかな対応を
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

N
ew

s 2019.3.15—
4.1

【
解
説
】
長
時
間
労
働
者
に
つ
い
て
、

労
働
安
全
衛
生
法
（
安
衛
法
）
で
は
、

過
労
死
等
の
健
康
リ
ス
ク
を
防
止
す
る

た
め
、
事
業
者
に
対
し
、
医
師
に
よ
る

面
接
指
導
の
実
施
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
ご
質
問
に
あ
る
よ
う
に
、
今
回
の

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
同
法
お
よ

び
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
安
衛
則
）

が
改
正
さ
れ
、
面
接
指
導
の
対
象
と
な

る
労
働
者
の
要
件
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
に
よ
り
改
正
さ
れ
た

新
し
い
面
接
指
導
の
要
件
を
み
ま
す
と
、

「
休
憩
時
間
を
除
き
１
週
間
当
た
り
40

時
間
を
超
え
て
労
働
さ
せ
た
場
合
に
お

Ａ 

対
象
者
の
時
間
外
労
働
が
月

１
０
０
時
間
か
ら
80
時
間
に

　

働
き
方
改
革
関
連
法
に
よ
り
、

長
時
間
労
働
者
に
対
す
る
面
接
指

導
の
実
施
枠
が
拡
大
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
具
体
的
な
内
容
を
お
教

え
く
だ
さ
い
。

 第178回 

「面接指導」の実施枠
が拡大されたそうだが

け
る
そ
の
超
え
た
時
間
が
１
月
当
た
り

80
時
間
を
超
え
、
か
つ
、
疲
労
の
蓄

積
が
認
め
ら
れ
る
者
」（
新
安
衛
法
第

66
条
の
８
第
１
項
、
新
安
衛
則
第
52

条
の
２
第
１
項
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
改
正
前
に
「
１
月
当
た

り
１
０
０
時
間
」
だ
っ
た
対
象
と
な
る

労
働
者
の
時
間
外
労
働
が
「
１
月
当

た
り
80
時
間
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

対
象
枠
の
拡
大
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
も

っ
と
も
、
改
正
前
の
安
衛
法
に
も
同
じ

「
１
月
当
た
り
80
時
間
」
と
い
う
要

件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
場
合
は
、

努
力
義
務
と
し
て
医
師
に
よ
る
面
接

指
導
ま
た
は
面
接
指
導
に
準
ず
る
措

置
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
今
回
の

改
正
に
よ
り
こ
れ
が
格
上
げ
さ
れ
、
法

的
な
義
務
と
さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。
た

だ
し
、
従
前
ど
お
り
罰
則
は
つ
い
て
い

ま
せ
ん
し
、
面
接
指
導
の
実
施
が
労

働
者
の
申
し
出
を
前
提
と
し
て
い
る
点

は
改
正
前
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
改
正
法
で
は
、
前
記
面
接

指
導
を
行
う
た
め
、
事
業
者
に
労
働

者
の
労
働
時
間
を
把
握
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
（
新
安
衛
法

第
66
条
の
８
の
３
）。
把
握
の
方
法
に
つ

い
て
は
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン

の
使
用
記
録
等
に
よ
る
方
法
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
（
新
安
衛
則
第
52

条
の
７
の
３
第
１
項
）、
厚
生
労
働
省

の
施
行
通
達
（
平
成
30
年
12
月
、
基

発
１
２
２
８
第
16
号
）
で
は
、「
原
則

と
し
て
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
電
子
計
算
機
の

使
用
時
間
（
ロ
グ
イ
ン
か
ら
ロ
グ
ア
ウ

ト
ま
で
の
時
間
）の
記
録
、事
業
者
（
事

業
者
か
ら
労
働
時
間
の
状
況
を
管
理

す
る
権
限
を
委
譲
さ
れ
た
者
を
含
む
。）

の
現
認
等
の
客
観
的
な
記
録
に
よ
り
、

労
働
者
の
労
働
日
ご
と
の
出
退
勤
時

刻
や
入
退
室
時
刻
の
記
録
等
を
把
握

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、
こ
こ
で
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
把
握
す
べ
き

労
働
時
間
数
に
は
、
労
働
基
準
法
に

よ
る
場
合
と
違
い
、
法
定
休
日
労
働

の
労
働
時
間
数
が
含
ま
れ
る
と
い
う
点

で
す
。
こ
れ
は
、
安
衛
法
が
労
働
者
の

健
康
管
理
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
過
労
死
等
に
関
す
る
労

災
認
定
基
準
に
お
い
て
も
同
様
で
す
。

こ
う
し
た
考
え
方
は
、
今
回
の
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
る
労
基
法
関
係

の
改
正
で
も
、
時
間
外
労
働
の
上
限

規
制
の
中
で
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
同
様
の
観
点
か
ら
、
労

働
時
間
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
労
働
者
に
、
い
わ
ゆ
る
管
理
監
督

者
等
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に

も
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
事
業
者
に
対
し
て
、
面

接
指
導
に
つ
い
て
労
働
時
間
の
算
定
を

行
っ
た
と
き
、
時
間
外
労
働
が
１
月
当

た
り
80
時
間
を
超
え
た
労
働
者
に
は
、

面
接
指
導
の
申
し
出
を
促
す
た
め
に
、

速
や
か
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
よ
う

義
務
づ
け
て
い
ま
す
（
新
安
衛
則
第

52
条
の
２
第
３
項
）。

　あなたは片側２車線の信号機のある交差点にさしかかり、左
折しようとしています。この場面にはどのような危険があります
か。また、危険を避けるためにはどのような運転をすればよいで
しょうか。考えてみましょう。

状 

況

〔第 110回〕「交差点の左折」

（解説・７面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

︻
広
報
室
よ
り
お
知
ら
せ
︼

　

現
在
１
面
の
下
部
に
掲

載
し
て
お
り
ま
す
「
輸
送

統
計
」
デ
ー
タ
（
国
土
交

通
省
調
べ
）に
つ
き
ま
し
て
、

こ
れ
ま
で
毎
号
掲
載
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
新
年
度

よ
り
「
月
別
軽
油
価
格
（
全

国
）」（
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
調
べ
）
と
交
互
に
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　

次
号（
４
月
15
日
号
）は
、

「
平
成
31
年
３
月
の
月
別

軽
油
価
格
（
全
国
）」
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
15
日
、
第
37
回
「
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
委
員
会
」（
委
員
長
・

野
尻
俊
明
流
通
経
済
大
学
学

長
）
が
開
催
さ
れ
た
。

　
「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

安
全
性
評
価
事
業
（
Ｇ
マ
ー

ク
）
の
実
施
状
況
」
で
は
、

弁
明
結
果
お
よ
び
追
加
認

定
、
再
評
価
の
実
施
状
況
、

認
定
状
況
に
つ
い
て
了
承
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
同
日

現
在
の
Ｇ
マ
ー
ク
認
定
事
業

所
数
は
、
２
万
５
２
２
７
事

業
所
と
な
り
、
全
事
業
所
数

の
29
・
５
％
に
あ
た
り
前
年

度
比
０
・
８
ポ
イ
ン
ト
増
加

と
な
っ
た
。
ま
た
、
事
業
者

数
で
は
、
１
万
１
３
４
５
事

業
者
と
全
事
業
者
の
18
・
２

％
と
な
り
、
認
定
事
業
所
の

車
両
台
数
は
65
万
１
８
２
４

台
と
全
営
業
用
ト
ラ
ッ
ク
の

48
・
３
％
と
な
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
度
に
お
け
る

同
事
業
の
実
施
概
要
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
請
書
類
の
頒
布
開
始

日
は
４
月
16
日
㈫
と
さ
れ

２
０
１
９
年
度
「
不
正
改

造
車
排
除
運
動
」
を
実
施

今
年
度
よ
り
各
都
道
府
県
ト
協

設
定
月
を
強
化
月
間
に

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
、
年
間
を
通
じ
て
実
施
し

て
い
る
「
不
正
改
造
車
排
除

運
動
」
に
つ
い
て
、
毎
年
６

月
を
強
化
月
間
と
し
て
き
た

が
、
２
０
１
９
年
度
か
ら
は

各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

が
設
定
す
る
１
か
月
間
を
強

化
月
間
と
し
、
特
に
重
点
を

置
い
て
運
動
を
実
施
す
る
。

　

重
点
と
す
る
不
正
改
造
項

目
は
、
①
マ
フ
ラ
ー
の
切
断

・
取
り
外
し
お
よ
び
騒
音
低

た
。
な
お
、
紙
媒
体
に
よ
る

頒
布
開
始
は
、
改
元
・
10
連

休
後
の
５
月
７
日
㈫
と
な
る
。

申
請
受
付
期
間
は
、
７
月
１

日
㈪
〜
７
月
12
日
㈮
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
５
回
目

更
新
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
。
５
回
目
更
新
事
業
所
の

Ｇ
マ
ー
ク
認
定
有
効
期
間

は
、
４
年
間
と
な
る
。

　

議
事
で
は
併
せ
て
、「
ラ
ッ

ピ
ン
グ
ト
ラ
ッ
ク
の
走
行
」

「
Ｇ
マ
ー
ク
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
拡
大
の
取
り
組
み
」
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

減
機
構
を
容
易
に
取
り
外
せ

る
等
の
基
準
不
適
合
マ
フ
ラ

ー
の
装
着
、
②
タ
イ
ヤ
お
よ

び
ホ
イ
ー
ル
（
回
転
部
分
）

の
車
体
外
へ
の
は
み
出
し
、

③
大
型
貨
物
自
動
車
の
速
度

抑
制
装
置
の
取
り
外
し
、
解

除
ま
た
は
不
正
な
改
造
、
変

更
等
、
④
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
警

報
装
置
を
解
除
す
る
用
品
等

の
取
り
付
け
―
―
に
加
え
、

今
年
度
か
ら
「
⑤
前
面
ガ
ラ

ス
な
ら
び
に
運
転
者
席
お
よ

び
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

着
色
フ
ィ
ル
ム
等
の
貼
付（
貼

付
状
態
で
可
視
光
線
透
過
率

70
％
未
満
）」
を
追
加
し
た

全
５
項
目
。

　

全
ト
協
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
上
に
実
施
要
領
お
よ
び

定
期
点
検
に
活
用
で
き
る

「
不
正
改
造
防
止
自
主
点
検

票
」
を
掲
載
し
て
周
知
・
活

用
を
呼
び
か
け
る
と
と
も

に
、
適
正
化
事
業
巡
回
指
導

時
に
事
業
所
へ
の
啓
発
・
指

導
を
実
施
し
て
い
く
。

「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

セ
ル
フ
ケ
ア
チ
ェ
ッ
ク
ノ

ー
ト
」
を
作
成

健
康
管
理
の
推
進
・

意
識
改
革
を
促
進

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
こ
の
ほ
ど
、
過
労
死
等
の

根
絶
を
図
る
た
め
、
昨
年
３

月
に
策
定
し
た
「
過
労
死
等

防
止
計
画
」
の
対
策
４
に
掲

げ
た
「
点
呼
に
お
け
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
疲
労
・
健
康
管
理

の
強
化
」
に
基
づ
き
、
ド
ラ

イ
バ
ー
自
ら
に
よ
る
健
康
管

理
の
推
進
と
健
康
に
対
す
る

意
識
改
革
を
目
的
と
し
た
、

「
あ
な
た
の
た
め
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
セ
ル
フ
ケ
ア

チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
」︵
写
真
︶

を
作
成
し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
・
管
理
者
が

と
も
に
活
用
で
き
る
内
容

で
、　

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
毎
日

の
睡
眠
状
況
、
血
圧
値
、
体

調
、
疲
れ
、
食
事
、
服
薬
な

ど
に
つ
い
て
同
ノ
ー
ト
に
記

録
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
体

調
の
変
化
を
知
り
、
健
康
管

理
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
、

管
理
者
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が

記
録
し
た
同
ノ
ー
ト
を
活
用

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管

理
、
運
行
管
理
に
活
用
で
き

る
。

　

同
ノ
ー
ト
の
全
体
版
と
、

日
々
の
健
康
状
態
を
書
き
と

め
る
記
録
用
紙
の
み
を
抽
出

し
た
デ
ー
タ
は
、
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。

　

ま
た
、
全
ト
協
で
は
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
健
康
管
理
対
策

に
関
す
る
取
り
組
み
の
参
考

に
す
る
た
め
、
同
ノ
ー
ト
使

用
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
同

ノ
ー
ト
お
よ
び
ア
ン
ケ
ー
ト

に
関
す
る
詳
細
は
、
全
ト
協

Ｈ
Ｐ
を
参
照
。

　

問
い
合
わ
せ
は
全
ト
協
交

通
・
環
境
部
（
☎
03
・
３
３

５
４
・
１
０
４
５
）
ま
で
。

第37回貨物自動車運送事業安全性評価委員会（3月15
日、全ト協）

法
令
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト ～速度が運転に与える影響編～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶  カーブなどで作用する遠心力は速度が2倍になれば2倍になる。　　
（ ○・× ）

❷  ブレーキがきき始めてから車が停止するまでの距離（制動距離）
は、速度が2倍になれば4倍になる。（ ○・× ）

❸  車が衝突したときの衝撃力は、速度が2倍になれば2倍になる。　　
（ ○・× ）

❹  時速60キロメートルでコンクリートの壁に衝突した場合は、約14メー
トルの高さから落ちたときと同じ程度の衝撃力を受ける。（ ○・× ）

❺  高速になると視力が低下して、近くのものはよく見えるが、遠くの
ものが見えにくくなる。（ ○・× ）

（解答は７面）

（
４
月
１
日
〜
４
月
30
日
）

▽
４
月
11
日

・
全
国
専
務
理
事
業
務
連
絡
会

議
▽
４
月
16
〜
19
日

・
平
成
31
年
度
新
規
採
用
職
員

研
修

福
祉
施
設
の
一
部
を
一
時
休
業

諫
早
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

諫
早
Ｔ
Ｓ
は
、
機
械
室
の

工
事
の
た
め
、
次
の
通
り
施

設
の
一
部
を
一
時
休
業
す
る
。

▼
食
堂
：
４
月
６
日
㈯
10

時
〜
同
７
日
㈰
７
時

▼
浴
室
・
女
子
シ
ャ
ワ
ー
：

４
月
５
日
㈮
22
時
〜
同
６
日

㈯
17
時

▼
ト
イ
レ
：
４
月
６
日
㈯
10

時
〜
同
６
日
㈯
17
時

Ｔ
Ｓ
︵
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
︶情
報

２
０
１
９
年
度　
　
　
　
　
　

Ｇ
マ
ー
ク
実
施
概
要
等
を
承
認

第
37
回
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性
評
価
委
員
会



第2128号（第3種郵便物認可）（3） 平成31年（2019年）4月1日

N
ew

s 2019.3.15—
4.1

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　
「
ト
ラ
ッ
ク

タ
イ
ヤ
店
を
何

か
に
例
え
る
な

ら
、
ど
う
い
う

存
在
で
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
ら
、
即
座
に

こ
う
答
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
す
」
と
。

　
「
タ
イ
ヤ
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
主
な
診
療
項
目

は
３
点
。
①
空
気
圧
、
②
偏
摩
耗
、
③
側
面

傷
―
―
で
す
。
ナ
ッ
ト
や
ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ
の
固

定
状
況
も
診
察
対
象
に
入
り
ま
す
が
、
タ
イ

ヤ
を
安
全
な
状
態
で
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

は
ま
ず
こ
の
３
項
目
が
基
本
で
、
そ
の
中
で

も
特
に
重
要
な
の
が
、「
空
気
圧
点
検
を
定

期
的
に
行
う
こ
と
」
で
す
。

　

理
想
と
す
る
空
気
圧
点
検
は
、
３
か
月
に

㎞
程
度
走
行
す
る

ケ
ー
ス
で
あ
れ

ば
、
毎
日
２
〜
３

ℓ
の
軽
油
を
無
駄
に
し
て
い
る
計
算
に
な
り
、

年
間
で
は
１
０
０
０
ℓ
（
１
㎘
）
の
無
駄
が
生
じ

ま
す
。
そ
の
無
駄
が

１
度
の
タ
イ
ヤ
空
気

圧
点
検
で
大
幅
に

解
消
さ
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
空
気

圧
点
検
は
ま
さ
に

「
世
界
で
い
ち
ば

ん
簡
単
な
物
流
コ

ス
ト
削
減
方
法
」

と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。

　

空
気
圧
点
検
を

す
る
時
に
は
、
タ
イ

ヤ
の
摩
耗
状
態
も

１
度
の
頻
度
。
今
ま
で
自
然
に
抜
け
た
分
の
空

気
を
補
充
し
、
適
正
値
に
戻
す
の
が
ベ
ス
ト
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
の
現
場
で
は
半
年

に
１
度
行
え
ば
よ
い
方
で
、
年
に
１
度
診
る
か

診
な
い
か
と
い
う
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
い
で
す
。

　

特
に
年
間
の
走
行
距
離
が
短
い
小
型
ト
ラ
ッ

ク
だ
と
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
な
け
れ
ば
、
空

気
圧
点
検
を
せ
ず
に
２
年
も
使
い
続
け
る
よ
う

な
ケ
ー
ス
が
ま
だ
ま
だ
み
ら
れ
ま
す
。
タ
イ
ヤ

の
空
気
が
半
分
近
く
抜
け
た
状
態
（
適
正
値
６

５
０
kPa
で
あ
れ
ば
４
０
０
kPa
程
度
）
の
車
両
も
あ

り
、
空
気
を
入
れ
る
た
び
に
「
年
間
で
ど
れ
だ

け
の
軽
油
を
無
駄
遣
い
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か

？
」
と
考
え
て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。
こ
の
レ
ベ
ル

の
空
気
圧
低
下
に
な
る
と
、
20
％
以
上
の
燃
費

悪
化
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
、
毎
日
１
０
０

診
ま
す
。
前
輪
に
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
（
通

称
ミ
ッ
ク
ス
タ
イ
ヤ
）
を
装
着
し
た
車
両
で
あ

れ
ば
、
確
実
に
偏
摩
耗
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

タ
イ
ヤ
の
接
地
面
を
素
手
で
触
っ
て
み
て
、
凸
凹

し
て
い
れ
ば
、
後
輪
タ
イ
ヤ
と
位
置
交
換
を
す

る
。
そ
う
す
れ
ば
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
疲
労
も
劇
的
に

解
消
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
タ

イ
ヤ
の
側
面
も
点

検
す
れ
ば
、
タ
イ

ヤ
バ
ー
ス
ト
に
よ

る
車
両
横
転
な
ど

の
大
事
故
を
未
然

に
防
げ
ま
す
か

ら
、
こ
の
よ
う
な

タ
イ
ヤ
施
術
が
で

き
る
と
考
え
れ

ば
、
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
は
ま
さ
に
「
タ
イ
ヤ
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
な
の
で
す
。

　

あ
と
は
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
頼
る
か
頼
ら
な
い
か

の
問
題
で
す
。「
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
を
フ
ル
活

用
す
る
会
話
術
」と
は
、至
っ
て
簡
単
な
も
の
で
、

店
頭
で
こ
う
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
「
走
行
中
に
ハ
ン
ド
ル
が
震
え
る
の
で
、
タ
イ

ヤ
の
空
気
圧
を
診
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
」。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
、
ト
ラ
ガ
ー
ル

さ
ん
が
ト
イ
レ
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う

話
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー

チ
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
ト
イ
レ
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
せ
っ
か
く
な

の
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
空
気
圧
点
検
も
し
て

ほ
し
い
で
す
」。

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
の
そ
う
い
う
言
葉

を
、
私
た
ち
は
ず
っ
と
待
ち
続
け
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
最
寄
り
の
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
を
遠
慮
な

く
頼
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第
95
回 

「
ト
ラ
ッ
ク
タ
イ
ヤ
店
を
フ
ル
活
用
す
る
会
話
術
」

物流ジャーナリスト　森田 富士夫

　

今
日
か
ら
新
年
度
だ
。
新
卒
者

を
定
期
採
用
し
て
い
る
会
社
で
は

入
社
式
が
行
わ
れ
る
。
あ
る
上
場

会
社
で
は
、「
も
っ
と
採
用
し
た
か

っ
た
が
、
予
定
の
約
半
数
の
入
社

に
な
っ
た
」
と
い
う
。
内
定
を
出

し
て
も
、
他
業
種
の
企
業
に
行
っ

て
し
ま
う
学
生
が
少
な
く
な
い
。

労
働
条
件
の
改
善
が
必
須
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
日
か
ら
は
働
き
方
改

革
関
連
法
が
順
次
、実
施
さ
れ
る
。

運
送
業
界
で
も
企
業
規
模
に
か
か

わ
ら
ず
、
年
次
有
給
休
暇
５
日
取

得
が
義
務
に
な
っ
た
。
ま
さ
に「
働

き
方
改
革
元
年
」
で
あ
る
。
労
働

時
間
短
縮
、
休
日
増
加
、
給
与

体
系
の
見
直
し
な
ど
、
い
ず
れ
も

現
状
か
ら
す
る
と
難
し
い
課
題

だ
。
し
か
し
、
法
令
遵
守
は
も
と

よ
り
、
人
材
確
保
と
い
う
面
か
ら

も
待
っ
た
な
し
で
あ
る
。
各
社
と

も
、
就
業
規
則
や
給
与
体
系
の
見

直
し
な
ど
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

休
日
を
増
や
す
に
し

て
も
労
働
時
間
を
短
縮

す
る
に
し
て
も
、
従
業

員
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

実
現
は
で
き
な
い
。
現

在
の
仕
事
を
少
人
数
で

こ
な
せ
る
よ
う
に
生
産

性
を
向
上
し
な
い
限

り
、
短
縮
す
る
時
間
を
補
う
に

は
、
そ
れ
だ
け
多
く
の
人
が
必

要
に
な
る
か
ら
だ
。
同
時
に
、

定
着
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
に
な
る
。
い
く
ら
採
用
し

て
も
、
辞
め
て
い
く
人
が
い
れ

ば
、
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

そ
こ
で
最
近

は
、
定
着
率
を

向
上
さ
せ
る
た

め
に
様
々
な
福

利
厚
生
に
力
を

入
れ
る
事
業
者

が
増
え
て
き

た
。
こ
こ
半
年

ほ
ど
の
間
に
取

材
で
訪
ね
た
事

業
者
の
な
か
に

は
、
食
事
提
供

の
工
夫
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
ス
ポ

ー
ツ
ジ
ム
の
開

設
な
ど
が
あ
っ

た
。
食
事
に
つ

い
て
は
、
昨
年
の
５
月
１
日
号
で

「
運
送
会
社
で
も
『
も
ぐ
も
ぐ

タ
イ
ム
』」を
書
い
た
が
、最
近
、

訪
ね
た
事
業
者
は
「
セ
ル
フ
社

員
食
堂
」
だ
っ
た
。
冷
凍
食
品

を
そ
ろ
え
て
お
き
、
ド
ラ
イ
バ

ー
は
１
パ
ッ
ク
１
０
０
円
で
購
入

し
て
、
レ
ン
ジ
で
温
め
れ
ば
24
時

間
い
つ
で
も
食
べ
ら
れ
る
と
い
う

も
の
。
同
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て

い
る
会
社
と
契
約
し
、
冷
凍
の
ご

飯
や
各
種
総
菜
は
そ
の
会
社
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
。
事
業
者
は
冷
凍

庫
と
電
子
レ
ン
ジ
、
食
事
を
す
る

ス
ペ
ー
ス
を
備
え
て
い
れ
ば
、
ド

ラ
イ
バ
ー
は
各
人
の
好
き
な
時
間

に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
と
契
約
し
て
い

て
、
希
望
す
る
従
業
員
は
予
約
し

て
社
内
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
た
事
業
者
も
い

る
。
ま
た
、
社
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ

ム
を
備
え
た
事
業
者
は
、「
ド
ラ

イ
バ
ー
が
自
分
の
器
具
を
持
ち
込

ん
で
や
っ
て
い
た
の
で
、
会
社
と

し
て
部
屋
を
整
備
し
て
、
器
具
な

ど
も
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
た
」。

い
ず
れ
も
従
業
員
の
健
康
を
重
視

し
た
働
き
方
改
革
の
一
環
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
働
き
方
改
革
に

は
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
だ
が
、「
企

業
本
来
の
目
的
は
な
に
か
」
と
考

え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
利
益
追

求
は
株
主
や
経
営
者
が
潤
う
だ
け

で
な
く
、
従
業
員
と
そ
の
家
族
の

幸
福
に
資
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
働
き
方
改
革
は
、
企

業
本
来
の
目
的
の
追
求
に
他
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

第
229
回
「企業本来の目的」の追求

　

国
土
交
通
省
は
３
月
28

日
、
ヤ
マ
ト
運
輸
㈱
と
日
本

通
運
㈱
、
西
濃
運
輸
㈱
、
日

本
郵
便
㈱
の
４
社
が
実
施
す

る
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を

活
用
し
た
宅
配
貨
物
等
の
共

同
輸
送
に
関
す
る
総
合
効
率

化
計
画
を
認
定
。
同
日
よ
り

運
行
が
開
始
さ
れ
た
。

　

今
回
認
定
し
た
計
画
は
、

４
社
が
所
有
す
る
25
㍍
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
を
活
用
し
、

関
東
〜
関
西
間
の
宅
配
貨
物

等
の
幹
線
輸
送
を
共
同
で
実

施
す
る
も
の
。
ト
レ
ー
ラ
ー

を
ヤ
マ
ト
運
輸
が
、
ト
ラ
ク

タ
ー
を
ヤ
マ
ト
運
輸
以
外
の

３
社
が
所
有
。
幹
線
輸
送
時

に
は
こ
れ
ら
を
連
結
し
て
共

同
輸
送
を
行
う
︵
図
︶。
こ

れ
に
よ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
は
年
間
２
１
６

・
５
㌧
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
時
間
は
年
間
９
１
５
７
時

間
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
る
。

 

後
続
無
人
隊
列
シ
ス
テ
ム

実
験
に
関
す
る
取
組
状
況

な
ど
を
報
告

高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ
の

活
用
に
関
す
る
検
討
会

　

国
土
交
通
省
は
３
月
22

日
、
第
３
回
「
新
し
い
物
流

シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た
高
速

道
路
イ
ン
フ
ラ
の
活
用
に
関

す
る
検
討
会
」（
座
長
・
根

本
敏
則
敬
愛
大
学
経
済
学
部

教
授
）
を
開
催
し
た
。

　

同
検
討
会
は
、
高
速
道
路

の
ト
ラ
ッ
ク
隊
列
走
行
の
実

現
に
向
け
、
安
全
な
走
行
空

間
の
確
保
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や

連
結
解
除
拠
点
な
ど
、
イ
ン

フ
ラ
面
で
の
事
業
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
幅
広
い
専
門
的

見
地
か
ら
検
討
し
、
新
し
い

物
流
シ
ス
テ
ム
に
対
応
し
た

高
速
道
路
イ
ン
フ
ラ
の
活
用

の
方
向
性
に
つ
い
て
助
言
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
１
月
22
日
か
ら

２
月
26
日
ま
で
、
新
東
名
高

速
道
路
浜
松
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
〜
遠
州
森
町
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
上
下
線
（
15
㌔
㍍
）

で
実
施
さ
れ
た
、
後
続
無
人

隊
列
走
行
シ
ス
テ
ム
実
証
実

験
（
後
続
車
有
人
状
態
）
に

関
す
る
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
報
告
し
た
ほ
か
、（
一
社
）

日
本
自
動
車
工
業
会
に
お
け

る
運
送
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
結
果
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

た
。

　

な
お
、
同
検
討
会
に
お
け

る
提
言
内
容
に
つ
い
て
は
、

６
月
頃
を
目
途
に
行
わ
れ
る

検
討
会
に
て
取
り
ま
と
め
を

行
う
予
定
。

 

輸
送
に
関
す
る
意
見
を

運
送
事
業
者
か
ら
募
集

長
時
間
の
荷
待
ち
な
ど

輸
送
実
態
把
握
の
た
め

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
を
対

象
に
「
輸
送
・
荷
待
ち
・
荷

役
な
ど
に
関
す
る
輸
送
実
態

把
握
の
た
め
の
意
見
等
」
の

募
集
を
行
っ
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
同
募
集
を

通
じ
、
長
時
間
の
荷
待
ち
や

契
約
に
含
ま
れ
な
い
附
帯
業

務
（
追
加
業
務
）
な
ど
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
確
保
に
影

響
し
う
る
輸
送
に
つ
い
て
、

意
見
・
事
例
を
収
集
し
て
実

態
を
把
握
。
今
後
の
施
策
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
し
て

い
る
。

　

意
見
に
つ
い
て
は
、
左
記

ア
ド
レ
ス
よ
り
入
力
の
こ
と
。

https://w
w
w
.yusou-

jittai.jp/4yusou-jittai/

 

﹁
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ

車
両
利
活
用
促
進
に
向
け

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂
を
策
定

標
準
的
な
仕
様
等
を

取
り
ま
と
め

　

国
土
交
通
省
は
３
月
28
日
、

「
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ

車
両
利
活
用
促
進
に
向
け
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ

ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
は
相
互
利

用
を
可
能
と
す
る
標
準
的
な

仕
様
が
存
在
せ
ず
、
特
定
メ

ー
カ
ー
の
車
体
と
荷
台
の
間

で
し
か
脱
着
が
で
き
な
い
こ

と
等
の
理
由
か
ら
、
効
果
的

な
利
活
用
や
導
入
拡
大
が
進

め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の

方
法
等
を
事
例
と
と
も
に
取

り
ま
と
め
て
い
る
。

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
国
交

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
能
。

　

な
お
、
国
交
省
で
は
、
ス

ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両

の
利
活
用
促
進
に
向
け
た
検

討
を
行
う
た
め
、「
ス
ワ
ッ
プ

ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ
車
両
ニ
ー

ズ
調
査
」
を
４
月
30
日
㈫
ま

で
実
施
し
て
い
る
。
詳
細
は

国
交
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
の
こ
と
。

た
め
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
の
関
係
者
が
参
加

し
、
平
成
30
年
10
月
〜
31
年

2
月
に
か
け
て
開
催
し
た

「
ス
ワ
ッ
プ
ボ
デ
ィ
コ
ン
テ
ナ

車
両
利
活
用
促
進
に
向
け
た

検
討
会
」
で
、
同
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。

　

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

関
係
者
が
今
後
の
利
活
用
を

促
進
で
き
る
よ
う
、
相
互
利

用
を
可
能
と
す
る
車
体
と
荷

台
の
標
準
的
な
仕
様
に
加

え
、
効
率
的
な
管
理
・
運
用

25
㍍
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

　
　
　
　
　
共
同
輸
送
が
ス
タ
ー
ト

物
流
効
率
化
・
環
境
負
荷
低
減
を
実
現
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「
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
る
仕
事
を

や
っ
て
み
た
か
っ
た
の
で
」「
先

輩
が
い
る
の
で
こ
の
会
社
に

決
め
ま
し
た
」

　

こ
れ
は
弊
社
関
与
先
の
Ａ

運
送
で
、
今
春
入
社
し
た
高

等
学
校
新
卒
者
（
男
性
）
２

人
が
入
社
動
機
を
問
わ
れ
た

　

適
正
な
運
賃
と
料
金
を
収

受
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重

要
で
す
が
、
適
正
な
運
賃
や

料
金
の
金
額
は
各
運
送
会
社

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

運
送
会
社
側
か
ら
示
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
荷
主
企

業
（
特
に
製
造
業
等
）
は
常

に
厳
格
な
製
造
原
価
管
理
を

行
っ
て
お
り
、
無
駄
を
省
く

た
め
に
相
当
な
努
力
を
し
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
運
送

会
社
側
も
そ
の
荷
主
に
説
明

で
き
る
だ
け
の
運
送
原
価
管

理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
数
字
で
説
明
で
き
な
い

と
、
荷
主
の
納
得
感
を
得
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず

は
現
状
の
運
送
原
価
を
把
握

し
、
自
社
の
要
望
事
項
を
数

字
で
説
明
で
き
る
よ
う
準
備

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

荷
主
別
に
運
送
原
価
を
把

握
し
、
数
字
の
変
化
を
明
示

し
な
が
ら
交
渉
し
ま
す
。
な

お
、
原
価
管
理
が
未
着
手
の

会
社
の
場
合
は
、
少
な
く
と

も
前
回
の
運
賃
取
り
決
め
時

点
と
現
時
点
と
の
主
要
コ
ス

際
の
言
葉
で
す
。
同
社
は
保

有
車
両
30
台
程
度
の
中
小
企

業
で
す
が
、
こ
の
数
年
間
、

毎
年
続
け
て
高
校
新
卒
者
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
経
営
者

は
「
ど
の
高
校
に
も
１
学
年

に
数
人
は
必
ず
ト
ラ
ッ
ク
の

仕
事
に
興
味
を
も
つ
生
徒
が

ト
の
差
を
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

例
え
ば
「
前
回
か
ら
人
件

費
コ
ス
ト
が
○
○
％
上
が

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確
保
に

か
か
る
コ
ス
ト
も
〇
〇
倍
に

な
り
ま
し
た
」「
法
律
や
経

営
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て

お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

時
間
を
○
〇
時
間
削
減
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
高
速
道

路
料
金
相
当
額
の
ご
請
求
に

つ
い
て
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
」
な
ど
で
す
。

　

現
在
、
運
送
原
価
項
目
の

中
で
、
最
も
荷
主
の
納
得
性

が
高
い
の
は
「
労
務
費
」
の

上
昇
で
す
。
自
社
の
実
態
と

合
わ
せ
て
、
業
界
全
体
の
賃

金
上
昇
推
移
︵
図
表
３
︶
を

交
渉
時
の
参
考
資
料
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
も
有
益
で

す
。
賃
金
動
向
で
は
、
営
業

用
大
型
貨
物
自
動
車
運
転
者

で
は
平
成
22
年
を
底
に
、
ま

た
営
業
用
普
通
・
小
型
貨
物

自
動
車
運
転
者
で
は
24
年
以

降
上
昇
傾
向
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

い
ま
す
。
そ
の
生
徒
を
採
用

し
て
育
成
し
て
い
ま
す
」
と

言
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
の
時
代
に
も
、

物
流
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る

潜
在
的
希
望
者
は
確
実
に
存

在
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

潜
在
的
希
望
者
を
「
採
用
で

き
る
会
社
」
と
「
採
用
で
き

な
い
会
社
」
に
二
極
分
化
す

る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。「
採

用
対
応
力
」
の
差
が
な
ぜ
生

　

な
お
、
粘
り
強
く
交
渉
を

続
け
て
も
理
解
を
得
ら
れ
な

い
場
合
は
、「
も
し
ご
快
諾

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
誠

に
残
念
な
が
ら
他
の
お
取
引

先
を
探
さ
ざ
る
を
得
ま
せ

し
た
労
働
条
件
」
は
求
職
者

が
最
初
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
項

目
で
あ
り
、
重
要
で
す
。

　

前
述
の
Ａ
運
送
の
場
合
、

「
全
社
員
満
足
」
を
経
営
ビ

ジ
ョ
ン
に
掲
げ
、
自
社
の
強

見
極
め
る
目
が
極
め
て
鋭

く
、
冷
静
に
善
し
あ
し
を
見

で
き
な
い
状
態
に
陥
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
、
相
手
の
立
場

を
考
慮
し
て
弾
力
的
に
交
渉

す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

な
お
、
運
賃
や
料
金
以
外

で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働

　

経
営
者
の
意
識
の
差
が
、

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

改
正
（
平
成
29
年
11
月
）
後

の
対
応
の
違
い
に
如
実
に
現

れ
て
い
ま
す
。
未
だ
に
新
約

款
を
適
用
せ
ず
、
料
金
の
届

け
出
を
行
っ
て
い
な
い
会
社

が
存
在
す
る
の
は
驚
き
で
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
深
刻

さ
か
ら
物
流
危
機
が
叫
ば

れ
、
近
年
、
荷
主
の
意
識
が

「
物
流
＝
物
流
コ
ス
ト
」
の

視
点
か
ら「
物
流
戦
略
重
視
」

「
安
定
し
た
物
流
体
制
維
持

の
重
要
性
」
に
方
向
性
が
大

き
く
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
近
で
は
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
法
の
改
正
と
い

み
を
武
器
に
し
て
荷
主
と
の

取
引
条
件
交
渉
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
交
渉
の
結
果
、

現
在
は
近
隣
同
業
の
賃
金
相

場
よ
り
一
段
高
い
賃
金
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

抜
き
ま
す
。
採
用
・
定
着
に

は
、
求
人
広
告
の
美
辞
麗
句

よ
り
労
働
条
件
の
改
善
の
ほ

う
が
効
果
的
で
す
。

　

労
働
条
件
の
中
で
最
も
重

要
な
項
目
は
、「
賃
金
」と「
労

時
間
削
減
に
向
け
た
交
渉
が

効
果
的
で
す
。
待
機
時
間
の

削
減
や
発
注
時
間
の
前
倒

し
、
荷
役
作
業
の
軽
減
化
な

ど
も
併
せ
て
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

「
料
金
を
届
け
出
て
も
、
ど

う
せ
も
ら
え
な
い
」
と
の
あ

き
ら
め
感
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
運
送
業
の
地
位
向
上
を

阻
害
し
か
ね
な
い
と
危
惧
し

ま
す
。

　

弊
社
の
関
与
先
企
業
は
全

国
各
地
に
存
在
し
ま
す
が
、

う
画
期
的
な
法
改
正
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
現
在

は「
ホ
ワ
イ
ト
経
営（
仮
称
）」

認
証
制
度
の
具
体
化
や
「
ホ

ワ
イ
ト
物
流
推
進
運
動
」
な

ど
の
動
き
が
活
発
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
追
い
風
に
乗
り
、

健
康
経
営
な
ど
の
各
種
認
証

制
度
に
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
で
、
さ
ら
に
運
送
業
の

働
時
間
」
で
す
。
賃
金
や
労

働
時
間
を
改
善
す
る
た
め
に

は
、
運
送
会
社
の
収
益
の
源

泉
で
あ
る
「
運
賃
と
料
金
」

の
適
正
な
収
受
が
不
可
欠
と

な
り
ま
す
。
実
運
送
会
社
の

賃
金
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
収

受
す
る
運
賃
と
料
金
で
ほ
ぼ

決
ま
る
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、

「
月
間
運
賃
収
入
対
月
例
賃

金
比
率
」
の
目
安
は
、
地
域

や
業
態
に
よ
る
差
異
は
あ
り

ま
す
が
、
概
ね
図
表
１
の
と

お
り
で
す
。
自
社
の
原
価
構

成
を
分
析
し
、
人
材
確
保
の

た
め
に
ど
の
程
度
の
運
賃
収

入
が
必
要
に
な
る
か
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

運
送
業
は
長
い
間
、
荷
不

足
・
低
運
賃
の
時
代
が
続
い

た
た
め
、
今
で
も
荷
主
に
直

接
要
望
を
伝
え
る
こ
と
を
躊

躇
す
る
会
社
が
多
く
み
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
人
手
不
足

を
契
機
に
局
面
が
一
変
し
、

「
車
種
別
募
集
給
与
額
」
も

上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
︵
図

表
２
︶。
今
後
は
適
正
な
運

賃
と
料
金
を
荷
主
に
直
言
で

き
る
運
送
会
社
、
お
よ
び
協

力
会
社
を
守
る
た
め
に
、
荷

主
を
説
得
す
る
こ
と
の
で
き

る
元
請
会
社
が
勝
ち
残
る
時

代
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

大
半
の
会
社
は
、
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
改
正
後
す

ぐ
に
、
新
約
款
に
よ
る
料
金

届
け
出
を
済
ま
せ
て
い
ま
す
。

社
員
の
採
用
を
続
け
る
た
め

に
は
必
須
の
選
択
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

現
状
を
み
る
と
、
残
念
な

が
ら
届
け
出
た
料
金
の
内
容

が
実
際
の
取
引
条
件
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
や
、

従
来
の
コ
ミ
コ
ミ
運
賃
を
単

純
に
新
運
賃
と
新
料
金
と
に

振
り
分
け
て
記
載
し
て
い
る

会
社
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
早

期
に
本
来
の
姿
に
修
正
す
べ

く
交
渉
を
続
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
長
く
「
荷

主
従
属
型
」
と
言
わ
れ
続
け

た
運
送
会
社
の
立
ち
位
置

が
、
今
、
大
き
く
変
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
度
は
荷
主
と

対
等
に
話
し
合
う
好
機
で
あ

り
、
正
念
場
の
時
期
で
す
。

今
後
１
年
間
の
取
り
組
み

が
、
今
後
の
経
営
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
。

ま
れ
る
の
か
。
採
用
と
定
着

に
成
功
す
る
会
社
の
共
通
点

は
、「
安
心
で
き
る
労
働
環

境
と
安
定
し
た
労
働
条
件
」

の
確
立
に
真
摯
に
取
り
組
む

会
社
で
す
。
特
に
、「
安
定

　

近
年
、
運
送
業
界
で
は
人

材
確
保
対
策
が
喫
緊
の
経
営

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
弊

社
へ
も
、
人
材
確
保
対
策
の

相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

人
材
の
確
保
・
定
着
が
進

ま
な
い
会
社
の
実
態
を
み
る

と
、
求
人
広
告
の
見
直
し
な

ど
「
募
集
を
増
や
す
た
め
の

対
策
」
に
終
始
し
て
お
り
、

人
が
集
ま
ら
な
い
根
本
的
な

原
因
で
あ
る
「
労
働
条
件
の

改
善
」
が
進
ん
で
い
な
い
会

社
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

最
近
の
求
職
者
は
会
社
を

ん
」
と
伝
え
る
こ
と
も
あ
り

得
ま
す
。
た
だ
し
、
交
渉
相

手
が
下
請
メ
ー
カ
ー
や
物
流

子
会
社
、
元
請
運
送
会
社
な

ど
の
場
合
は
、
親
会
社
と
の

板
挟
み
で
応
諾
し
た
く
て
も

株
式
会
社
コ
ヤ
マ
経
営　

代
表
取
締
役　

小
山　

雅
敬

寄
稿

人
材
確
保
の
要
は

「
安
定
し
た
労
働
条
件
」

運
賃
と
料
金
の
交
渉
を

行
う
際
の
心
構
え

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

改
正
後
の
対
応
に
見
ら
れ
る
意
識
の
差

２
０
１
９
年
度
は

極
め
て
重
要
な
転
換
期

労
働
条
件
の
改
善
に
は

「
運
賃
と
料
金
」
の
適
正
な
収
受
が
不
可
欠

第
1
回

「
適
正
な
運
賃
と
料
金
の
収
受
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
」

　

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
間
賃
金
額

は
、
全
産
業
平
均
と
比
べ
て
１
〜
２
割
低

く
、
一
方
で
労
働
時
間
は
２
割
長
く
な
っ

て
い
ま
す
。
若
年
労
働
者
を
確
保
し
、
優

秀
な
人
材
を
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
呼
び

込
む
た
め
に
は
、
他
産
業
並
み
に
労
働

環
境
、
労
働
条
件
、
職
場
環
境
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
雇

用
促
進
に
繋
が
る
処
遇
改
善
の
早
期
実

現
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
処
遇
改
善
に
向
け
た
原

資
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
標
準
貨
物

自
動
車
運
送
約
款
の
改
正
を
踏
ま
え
、

適
正
な
原
価
計
算
に
基
づ
き
、
全
て
の
事

業
者
が
再
生
産
可
能
な
運
賃
・
料
金
を

収
受
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
確
実

に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
企
画
は
、
適
正
運
賃
・
料

金
を
収
受
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件

の
底
上
げ
を
目
指
し
て
い
く
た
め
の
運

送
事
業
者
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
シ
リ

ー
ズ
で
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
第
1
回
目
と
し
て
、
㈱
コ
ヤ
マ

経
営
代
表
取
締
役
の
小
山
雅
敬
氏
に
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
労
働
条
件
改
善
を
図
る
た

め
の
「
適
正
運
賃
・
料
金
収
受
」
へ
の
取

り
組
み
の
重
要
性
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
。

図表３　運送業界全体の賃金（年間平均年収）上昇推移

図表２　車種別募集給与額の変化（関東圏の例）

図表１　車種別労務費率・月間運賃収入対月例賃金比率の目安

２トン車

４トン車

大型車
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運賃収入対月例賃金比率
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４トン車

大型車
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28万円以上

32万円以上
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40万円以上

7年前まで 現　在

シリーズ企画「適正運賃・料金収受推進特集」
～ドライバーの労働条件改善実現を目指して～
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人材獲得・育成ケーススタディ
　

私
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
車

に
対
し
て
憧
れ
の
心
を
も
っ

て
お
り
、
18
歳
に
な
る
と
す

ぐ
に
運
転
免
許
を
取
得
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
い
つ
か
は

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕

事
が
し
た
い
」
と
、
自
分
の

将
来
を
思
い
描
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
妻
は
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
と
い
う
仕
事
に

対
し
て
「
長
時
間
労
働
」「
体

力
が
必
要
」「
不
規
則
な
生

活
に
な
る
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
も
っ
て
お
り
、
ま
た
、

事
故
に
遭
う
危
険
性
を
心
配

し
て
い
ま
し
た
。そ
の
た
め
、

私
は
妻
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
に
な
る
こ
と
を
反
対

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
し

ば
ら
く
の
間
、
運
送
業
で
は

な
く
サ
ー
ビ
ス
業
の
仕
事
に

就
い
て
い
ま
し
た
。

　

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
２

年
ほ
ど
前
で
し
た
。
私
と
妻

の
共
通
の
知
り
合
い
の
人
か

ら
、「
運
送
会
社
で
仕
事
を

し
な
い
か
」
と
誘
わ
れ
た
の

で
す
。

　

そ
れ
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
の
仕
事
に
対
し
て
否

定
的
な
印
象
を
も
っ
て
い
た

妻
で
し
た
が
、
知
り
合
い
の

勤
務
先
に
転
職
す
る
と
い
う

こ
と
で
、「
せ
っ
か
く
誘
っ
て

い
た
だ
い
た
の
な
ら
、
ト
ラ

　

当
社
は
自
動
車
部
品
の
輸

送
を
中
心
に
、
倉
庫
業
な
ど

も
展
開
し
て
い
る
運
送
会
社

で
す
。

　

人
材
獲
得
の
面
で
は
、「
業

界
未
経
験
者
を
採
用
し
、
一

か
ら
育
て
て
い
く
」
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
業
界
経
験
者
の
採
用

も
進
め
る
と
と
も
に
、
高
等

学
校
新
卒
者
採
用
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
、
当

社
で
採
用
し
た
社
員
は
22
人

（
う
ち
高
校
新
卒
採
用
１

人
）
い
ま
す
が
、
既
卒
者
の

内
訳
を
み
る
と
業
界
未
経
験

者
と
経
験
者
の
割
合
は
半
々

ぐ
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

既
卒
者
の
募
集
に
際
し
て

は
、
以
前
は
パ
ソ
コ
ン
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
求
人
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
が

非
常
に
高
ま
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
現
在
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
対
応
し
て
い
る
、
複
数

の
求
人
情
報
専
門
の
検
索
エ

ン
ジ
ン
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

当
社
で
は
、
面
接
の
際
に
は

応
募
者
に
必
ず
「
ど
の
媒
体

を
見
て
当
社
の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
か
」
と
尋
ね
る
よ
う

に
し
て
お
り
、
ア
ク
セ
ス
数

の
動
向
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
、
効
果
的
な
求
人
活
動
に

繋
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
社
で
は
、
検
索

エ
ン
ジ
ン
の
情
報
に
当
社

Facebook

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン

ク
を
貼
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
主

流
と
な
っ
た
時
代
に
育
っ
て

き
た
若
い
求
職
者
の
方
は

Facebook

を
閲
覧
さ
れ
て

い
る
人
が
多
く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
検
索
エ
ン
ジ
ン
か
ら

そ
の
ま
ま
当
社Facebook

ペ
ー
ジ
を
見
て
い
た
だ
く
機

会
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Facebook

ペ
ー
ジ
に
は
、

当
社
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト︵
別

項
︶
の
様
子
を
写
真
入
り
で

掲
載
。
求
職
者
に
、「
仕
事

の
中
の
『
楽
し
さ
』」
を
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
作
り
に

し
て
い
ま
す
。

　

Facebook

に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
の
た
め
に
、
昨

年
か
ら
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
ま

し
た
。
ブ
ロ
グ
を
開
設
し
た

こ
と
で
、Facebook

を
閲

覧
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
社

内
の
雰
囲
気
を
分
か
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
、
新
卒
者
の
募
集
で

は
、
地
元
豊
田
市
内
の
高
校

に
求
人
票
を
提
出
。
ま
た
、

高
校
２
年
生
を
対
象
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の
受
け
入

れ
も
行
っ
て
お
り
、
地
元
の

高
校
か
ら
毎
年
生
徒
を
２
人

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
一
昨

年
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

受
講
し
た
生
徒
の
う
ち
１
人

が
、
翌
年
に
入
社
試
験
を
受

け
、
こ
の
春
に
入
社
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

新
人
教
育
に
関
し
て
は
、

当
社
で
策
定
し
た
「
新
人
教

育
指
導
計
画
」︵
表
︶
に
基

づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

入
社
１
日
目
は
座
学
を
行

い
、
就
業
規
則
な
ど
を
説
明

す
る
ほ
か
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

使
用
し
て
「
社
会
人
と
し
て

の
モ
ラ
ル
・
マ
ナ
ー
」
や
「
会

社
の
考
え
方
」
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
い
ま
す
。そ
の
後
、

育
成
担
当
者
の
も
と
で
の
研

修
が
約
１
か
月
間
続
き
ま

す
。
研
修
は
５
段
階
に
分
か

れ
て
お
り
、
管
理
者
の
完
了

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

の
仕
事
を
や
っ
て

み
た
ら
」
と
背
中

を
押
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

前
職
の
運
送
会

社
に
は
２
年
ほ
ど

勤
務
し
ま
し
た
。

４
㌧
車
の
ハ
ン
ド

ル
を
握
っ
て
い
る

う
ち
に
、「
将
来

は
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
乗
務
し
た
い
」

と
夢
が
膨
ら
み
ま

し
た
。
し
か
し
、

そ
の
運
送
会
社
は

大
型
車
を
保
有
し

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら
費

用
自
己
負
担
で
自
動
車
教
習

所
に
通
い
、
昨
年
12
月
に
大

型
免
許
を
取
得
。
そ
の
後
、

大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
保
有
す
る

運
送
会
社
へ
の
転
職
活
動
を

行
い
、
当
社
へ
の
入
社
に
至

り
ま
し
た
。

　

当
社
に
は
、
今
年
１
月
８

日
に
入
社
し
ま
し
た
。
入
社

後
、
ま
ず
は
先
輩
ド
ラ
イ
バ

ー
の
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
横
乗
り
か

ら
当
社
で
の
仕
事
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
フ

ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
操
作
に
つ
い

て
、
先
輩
社
員
に
付
い
て
学

び
ま
し
た
。
既
に
フ
ォ
ー
ク

リ
フ
ト
免
許
は
保
有
し
て
お

り
、
前
職
の
運
送
会
社
で
も

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
扱
っ
て
き

ま
し
た
が
、
当
社
で
は
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
事
故
防
止
の
観

点
か
ら
「
下
車
確
認
」
や
「
指

差
呼
称
確
認
」
が
徹
底
さ
れ

て
お
り
、
よ
り
安
全
性
の
高

い
操
作
を
身
に
付
け
る
の
に

苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
単
独
乗
務
検

定
」
を
ク
リ
ア
し
て
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
独
り

立
ち
す
る
こ
と
が
で
き
、
運

行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
余
裕
の

あ
る
便
か
ら
乗
務
さ
せ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
試
用
期
間
中
の
た
め
、

現
在
は
４
㌧
車
に
乗
務
し
て

い
ま
す
が
、
ゆ
く
ゆ
く
は
大

型
車
に
も
乗
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

仕
事
面
で
は
、「
人
と
の

か
か
わ
り
合
い
を
大
事
に
す

る
」
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
お
客
様
の
商

品
を
お
預
か
り
し
て
、
安
全

に
輸
送
す
る
こ
と
を
仕
事
と

し
て
い
ま
す
。「
安
全
運
転

を
第
一
に
」
と
い
う
の
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
仕
事

を
円
滑
に
進
め
て
い
く
上
で

は
、
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
好
に
保
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
面

で
は
、
サ
ー
ビ
ス
業
に
従
事

し
て
い
た
頃
に
培
っ
て
き
た

経
験
が
活
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
と
も
に
、
社
内

で
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ

と
も
、
仕
事
を
進
め
て
い
く

上
で
は
大
事
で
す
。
当
社
の

場
合
で
は
、
悩
み
事
や
相
談

事
な
ど
が
あ
る
時
に
は
管
理

者
の
方
が
親
身
に
な
っ
て
話

を
聞
い
て
下
さ
い
ま
す
。
ま

た
、
先
輩
方
も
気
さ
く
に
話

し
か
け
て
下
さ
い
ま
す
。
社

内
の
雰
囲
気
は
非
常
に
良

く
、
い
い
意
味
で
「
居
心
地

の
い
い
会
社
」
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
妻
も
、
こ
う
し
た

会
社
の
雰
囲
気
を
理
解
し
て

く
れ
た
よ
う
で
、
今
で
は
安

心
し
て
、
毎
日
私
の
こ
と
を

送
り
出
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、

現
在
任
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
仕
事
を
し
っ
か
り
と
こ
な

し
た
上
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
大
型
車
に
乗
務
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
夢
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
日

々
の
安
全
運
転
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
お
客
様
、
当
社
、

そ
し
て
当
社
で
働
く
従
業
員

が
「
共
存
共
栄
」︵
図
︶
で

き
る
よ
う
に
、
仕
事
に
真
摯

に
向
き
合
い
、
前
向
き
に
取

り
組
み
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
社
で
は
60
歳
定
年
制
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

お
客
様
や
会
社
、
そ
し
て
私

を
支
え
て
下
さ
っ
て
い
る
先

輩
方
に
貢
献
し
な
が
ら
、
定

年
ま
で
働
き
続
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

第
２
回  

株
式
会
社
キ
ョ
ウ
エ
イ
フ
ァ
イ
ン（
愛
知
県
豊
田
市
）

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
に
お
い

て
は
、
人
材
不
足
が
非
常
に
深

刻
化
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、新
人
を
積
極
的
に
獲
得
し
、

将
来
を
担
う
人
材
と
し
て
育
成

を
進
め
て
い
る
事
業
者
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
本
企
画
で
は
、
毎
回

１
事
業
者
を
取
り
上
げ
、
入
社

し
た
ば
か
り
の「
新
人
社
員
さ
ん
」

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
教
育

担
当
者
や
採
用
担
当
者
に
も
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
事
業
者

に
お
け
る
人
材
獲
得
策
・
人
材

教
育
・
早
期
離
職
防
止
策
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
愛
知
県
豊
田
市
に

本
社
を
構
え
る
、
㈱
キ
ョ
ウ
エ

イ
フ
ァ
イ
ン
（
坂
元
貞
仁
代
表

取
締
役
社
長
）
に
入
社
し
た
新

人
社
員
・
浜
田
真
光
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。

「
当
社
の
新
人
社
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！
」

を
う
ま
く
保
て
る
よ
う
に
社

内
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と

が
、
早
期
離
職
を
防
ぐ
決
め

手
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
社
で
は
悩

み
を
抱
え
て
い
る
よ
う
な
新

人
社
員
に
対
し
て
早
め
に
面

談
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

確
認
を
経
た
上
で
１
段
階
ず

つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

ま
す
。
当
社
で
は
、
多
く
の

先
輩
ド
ラ
イ
バ
ー
の
車
に
横

乗
り
さ
せ
る
よ
う
に
し
、
新

人
社
員
に
早
く
会
社
に
馴
染

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

　

研
修
の
最
終
段
階
と
し
て

「
単
独
乗
務
検
定
」を
行
い
、

そ
れ
に
合
格
す
れ
ば
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
独
り
立
ち
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
乗
務
し
た

て
の
頃
は
慣
れ
な
い
こ
と
も

多
く
、
焦
り
の
気
持
ち
が
思

わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
を
引
き
起
こ

し
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仕
事

へ
の
慣
れ
が
油
断
を
生
み
出

し
、
事
故
の
引
き
金
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
当
社
で
は
独

り
立
ち
後
６
か
月
間
を
「
単

独
乗
務
ア
フ
タ
ー
チ
ェ
ッ
ク
」

期
間
と
定
め
、
管
理
者
が
横

乗
り
し
、
定
期
的
に
新
人
ド

ラ
イ
バ
ー
の
運
転
操
作
や
荷

扱
い
な
ど
を
確
認
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

経
営
者
層
と
し
て
は
、
新

人
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

す
。
ま
た
、
１
年
に
１
度
役

員
面
談
を
行
い
、
社
員
か
ら

悩
み
や
不
満
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

社
員
の
抱
え
る
悩
み
や
不
満

は
、
実
に
様
々
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
も
の
を

吸
い
上
げ
て
、
会
社
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
改
善
に
繋
げ

て
い
き
ま
す
。
会
社
が
成
長

し
て
い
く
た
め
に
は
、
社
員

が
み
ん
な
楽
し
く
仕
事
に
向

き
合
う
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で

す
。
社
内
で
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
も
、
こ
う
し
た
環
境
づ

く
り
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

社
員
同
士
の
雰
囲
気
が
良
け

れ
ば
、「
会
社
を
辞
め
よ
う
」

と
い
う
気
に
は
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

当
社
と
し
て
は
、「
優
秀

な
社
員
が
辞
め
て
い
っ
て
し

ま
う
」
こ
と
は
何
と
し
て
も

避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
社
員
の
悩
み
や
不
満
に

向
き
合
い
、
あ
き
ら
め
ず
に

社
内
環
境
の
改
善
を
進
め
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
離
職
防

止
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

「
大
型
車
に
乗
り
た
い
」
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
入
社

仕
事
に
真
摯
に
向
き
合
い
「
共
存
共
栄
」実
現
へ

◦
今
回
の
新
人
社
員
さ
ん

「
あ
き
ら
め
ず
に
改
善
」
が
離
職
防
止
に
繋
が
る

仕
事
の
中
の
「
楽
し
さ
」を
意
欲
向
上
に
結
び
付
け
る

◦
人
事
・
採
用
担
当
者
さ
ん

株式会社キョウエイファイン
会社所在地	 愛知県豊田市上郷町 4-10-1
資本金	 1,100 万円
設　立	 平成 17 年 1月6日
従業員数	 83 人（うちドライバー53 人）
車両数	 59 台

会社概要

社員同士の絆を深める「社内イベント」コラム
　

同
社
で
は
、
社
員
同
士
の
仲
間
意
識
を
醸
成
さ

せ
、
社
員
の
早
期
離
職
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
様
々
な
社
内
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、社
員
６
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る「
魅

力
向
上
委
員
会
」
が
企
画
。
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
社
内
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
社
員
の
子
ど
も

を
対
象
に
し
た
「
子
ど
も
職
場
体
験
日
」
な
ど
、

そ
の
内
容
は
多
種
多
彩
で
あ
る
。

　

今
年
３
月
２
日
に
は
、
入
社
半
年
未
満
の
社
員

に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
様
々
な
話
を
聞
く
「
入
社

半
年
未
満
社
員
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し
た
︵
写

真
︶。
管
理
職
も
出
席
し
、
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が

ら
、
浜
田
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
新
人
社
員
た
ち

に
発
言
を
し
て
も
ら
っ
た
。
な
お
、
情
報
交
換
会

で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
今
後
の
職
場
環
境
改
善

に
も
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
へ
の
社
員

の
参
加
率
は
高

く
、
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
て
社

員
の
仲
間
意
識

も
高
ま
っ
て
い

ま
す
」（
鈴
木

取
締
役
）

浜田 真光さん
（34歳、入社3か月目）

鈴木　康史
取締役営業本部長

自
動
車
部
品
の
輸
送
に
あ
た
る
浜
田
さ
ん
。
午
前
２

時
半
に
出
社
し
、
昼
過
ぎ
ま
で
仕
事
。
退
社
後
に
は

保
育
園
ま
で
幼
い
子
ど
も
を
迎
え
に
行
く
と
い
う

表 新人教育指導計画（概要）
計画 段階 計画

日数 目標

入社時から
業務前

就業前 １日間 ・就業規則、賃金規定の理解
・乗務員、作業者として遵守しなければいけないことの理解
・社会人としてのモラルの理解

入社から
単独乗務に
至るまで

第１段階 ２日間 ・職場の雰囲気に慣れる
・時間通りに来て、あいさつがしっかりできる
・制服、靴、帽子の正しい着用ができる

第２段階 ２日間 ・日常の車両の管理ができる
第３段階 １週間 ・安全な運転、操作ができる

・交通事故、製品事故、労災事故を防止する
第４段階 １週間 ・お客様のニーズに応え、ドライバーの役割を遂行できる
第５段階 １週間 ・総復習

・単独乗務認定
【単独乗務検定重点項目】
①運転は安全確実か、②リフト操作は安全確実か、
③車両の盗難防止

単独乗務アフターチェック ６か月間 添乗指導記録表を用いて、管理者が同乗して再チェック

図  同社の経営理念
「共存共栄

～共に考え共に歩んで
行ける関係づくり～」

　共に栄え、元気を分かち合
える企業を目指して、皆様の
お役に立ちたいと考えます。
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安全対策事業

▪衝突被害軽減ブレーキ装置導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
車両総重量3.5トン以上、８トン未満の事業用トラックへ搭載
された衝突被害軽減ブレーキ装置

※新車新規登録の車両
※国の事故防止対策支援推進事業（先進安全自動車

［ASV］の導入に対する支援）の衝突被害軽減ブレーキ
装置と同一とする

〈助成額〉
１車両当たり装置取得価格の２分の１（上限10万円）
※ 中小企業事業者に限る。国の補助金との併用は妨げない

▪安全装置等導入促進助成事業
〈助成対象装置〉
次の安全装置のうち、全日本トラック協会が認定しているもの
①後方視野確認支援装置
② 側方視野確認支援装置（車両総重量7.5トン以上の事業用

トラックに装着した場合に限る）
③呼気吹込み式アルコールインターロック装置
④ IT機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型アル

コール検知器（Ｇマーク認定事業所に限る）
〈助成額〉
車両１台につき機器取得価格の２分の１（上限２万円）
※ 同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は

助成金を交付しない

▪ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
〈助成対象研修〉
ドライバー等に対する安全教育訓練で、全ト協が指定する研
修

〈助成額〉
・ 特別研修 （２泊３日）： 受講料の７割を助成（Ｇマーク認定

事業所の場合は全額助成）
 （３泊４日）：同上

・一般研修 （１泊２日）＝１万円
〈助成対象研修施設〉
▽ 特定研修施設

・中部トラック総合研修センター
・埼玉県トラック総合教育センター

▽ 指定研修施設
　【研修所】

・自動車安全運転センター安全運転中央研修所
・クレフィール湖東交通安全研修所

　【教習所】
・総合交通教育センタードライビングアカデミー北海道
・総合交通教育センタードライビングアカデミー弘前
・総合交通教育センタードライビングアカデミー宮城
・総合交通教育センタードライビングアカデミーぐんま

・総合交通教育センタードライビングアカデミー千葉
 東洋自動車教習所
・総合交通教育センタードライビングアカデミー小田原
・総合交通教育センタードライビングアカデミー大原
・総合交通教育センタードライビングアカデミーABOSHI
・総合交通教育センタードライビングアカデミーテクノ
・総合交通教育センタードライビングアカデミー石原
・総合交通教育センタードライビングアカデミーONGA
・総合交通教育センタードライビングアカデミーMIYUKI

▪ トラック運転者の「睡眠時無呼吸症候群（SAS）」スクリーニ
ング検査助成制度
〈助成対象〉
SASスクリーニング検査のうち、健康保険適用外である第１次
検査および第２次検査

〈助成額〉
①第１次検査費用の半額（上限500円／人）
②第２次検査費用の半額（上限2,000円／人）
③ 第１次検査および第２次検査を同時に実施している場合

は、合計費用の半額（上限2,500円／人）
〈指定検査・医療機関〉
（NPO）睡眠健康研究所、（NPO）ヘルスケアネットワーク、
（一財）運輸・交通SAS対策支援センター、各都道府県トラッ
ク協会指定検査・医療機関

▪ 血圧計導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
管理医療機器かつ特定保守管理医療機器である全自動血圧
計（業務用）

〈助成額〉
機器取得価格の２分の１（上限5万円）
※ 中小企業事業者に限る。１事業所１台

環境対策事業

▪環境対応車導入促進助成事業
〈助成対象車両〉
車両総重量2.5トン超の
①天然ガス（CNG）トラック（新車）
②ハイブリッドトラック（新車）
③使用過程のディーゼルトラック改造のCNGトラック
④ 車両総重量25トンクラスの大型CNGトラック（新車）

〈助成額〉
① 通常車両価格との差額の６分の１
②通常車両価格との差額の８分の１
③２トン、４トンクラスとも10万円
④100万円

▪中小企業大学校講座受講促進助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業者（資本金３億円以下また
は従業員300人以下）の経営者、後継者および管理者

〈助成額〉
受講料の３分の１（その他都道府県ト協より助成される場合も
あり）

〈助成対象校〉
（独）中小企業基盤整備機構が運営する中小企業大学校
（旭川校、仙台校、三条校、東京校、瀬戸校、関西校、広島
校、直方校、人吉校、Web校）

〈助成対象講座〉
①トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座
②実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
③管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座
④女性リーダーの能力開発等に関する講座
⑤情報化、システム構築に関する講座
⑥その他物流事業に関する講座

▪自家用燃料供給施設整備支援助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員トラック運送事業者・トラック運送事業協同
組合・トラック運送事業協同組合連合会による軽油供給施設
の新設・増設

〈助成額〉
・軽油供給施設の新設（設置１か所分のみ） ……100万円
・軽油専用タンクの増設、増設を伴う代替 ……30万円

▪インターンシップ導入促進支援事業
〈助成対象〉
中小企業基本法（昭和38年法律第154号）第２条第１項第１
号に掲げる中小企業者（資本金３億円以下または従業員数
300人以下）

〈助成対象事業等〉
会員事業者が、全ト協の開設したインターンシップ登録サイト
に必要事項を登録した後、高等学校以上の教育機関からイ
ンターンシップを受け入れた場合に、次の要件に適合するもの
（ただし、都道府県ト協ごとの１事業者当たりの申請は１回に
限る）
⑴ 受け入れ期間が３日間以上であること
⑵  トラック運送事業の理解を深めることを目的としたプログ

ラムであり、次の内容を含むものであること
① 点呼や日常点検等安全運行に向けた取り組みの見学等
② 乗務体験（学校側からの要請および社内規定で乗務

体験を含まない場合を除く）
〈助成額〉

⑴ 受け入れ期間＝３日間：９万円
⑵ 受け入れ期間＝４日間：11万円
⑶ 受け入れ期間＝５日間以上：13万円

※ ただし、上記受け入れ期間は同一学生に対する受け入れ期間
とし、受け入れ人数にかかわらず上記の助成額とする

〈その他の条件〉
2019年４月１日から2020年３月13日までの期間に登録が
完了するもの。CNGとガソリンの併用車は、CNG車として助
成（5万円）。原則として、国土交通省の補助金を併用するこ
と（協調補助）。ただし大型CNG車は協調補助を要件としな
い。廃車の有無は問わない

▪アイドリングストップ支援機器導入促進助成事業
〈助成対象機器〉
①エアヒータ
②車載バッテリー式冷房装置

〈助成額〉
機器取得価格の２分の１以内（上限６万円）
※ 同一事業において国の補助金が交付される場合、全ト協は

助成金を交付しない

経営改善事業

▪準中型免許取得促進助成事業
〈助成対象〉
準中型免許取得のために指定自動車教習所等でかかる以下
の費用
①準中型免許の取得（※普通免許取得後の取得を含む）
②５トン限定準中型免許の限定解除

〈助成額〉
①上限４万円
②上限２万５千円
※ 上記助成額にかかわらず、都道府県トラック協会の会員ごと

に上限20万円
※ 運転者が個人で準中型免許取得費用を支払った場合は、助

成金を交付しない

▪信用保証協会保証料助成事業
〈助成対象〉
都道府県ト協会員である中小企業事業者。中小企業信用保
険法に基づくセーフティネット保証制度、危機関連保証、都道
府県等の自治体によるセーフティネット制度融資、国が定める
「災害関係保証」または「東日本大震災復興緊急保証」を利
用した会員に対し、都道府県ト協が信用保証料助成事業を実
施する場合、その助成額の一部を助成

〈助成額〉
・都道府県ト協助成額の２分の１
・１事業者につき上限10万円
・ 「災害関係保証」、「東日本大震災復興緊急保証」制度利用
の場合は１事業者につき上限20万円

側方視野確認支援装置

写真㊤：エアヒータ
写真㊦：車載バッテリー式
　　　　冷房装置

　全日本トラック協会は、
2019年度も都道府県トラッ
ク協会を通じて各種助成事業
を実施する。実施期間や申し
込み等詳細に関するお問い
合わせは、所属する都道府県
トラック協会まで。

2019年度 全ト協の主な助成制度のご案内
ご活用ください
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食
　
文
　
化

ほんのヒトコマ ［第39回］

「どこの会社かしら？」「マンホールの蓋のデザインをしてる会社のようよ。」

150「
ソ
ー
ス
の
道
②
」 

福
井
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

　

気
が
急
く
と
き
は
丼
物
に

限
る
。
急
い
で
食
べ
て
も
充

実
感
が
あ
る
し
、
ど
こ
の
ド

ラ
イ
ブ
イ
ン
で
も
定
番
メ
ニ
ュ

ー
だ
か
ら
、
食
べ
そ
こ
な
う

こ
と
も
な
い
。

　

私
の
好
物
は
カ
ツ
丼
だ

が
、
卵
と
じ
仕
立
て
ば
か
り

と
は
限
ら
な
い
。
人
気
急
上

昇
中
の
「
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
」

も
い
い
味
だ
。
揚
げ
た
て
の

ト
ン
カ
ツ
を
ソ
ー
ス
に
く
ぐ

ら
せ
、
ご
飯
の
上
に
ど
ん
と

の
せ
た
、
あ
れ
で
あ
る
。

　

特
徴
は
ハ
イ
カ
ラ
味
。
ソ

ー
ス
が
ス
パ
イ
シ
ー
に
香
り
、

カ
ツ
は
ソ
ー
ス
を
た
っ
ぷ
り
吸

っ
て
、
し
な
や
か
に
ご
飯
と

な
じ
ん
で
い
る
。

　

ソ
ー
ツ
カ
ツ
丼
は
各
地
で

名
産
に
な
っ
て
い
る
が
、
福

井
は
店
数
の
密
度
と
い
い
、

　

と
な
れ
ば
、
こ
の
店
の
特

徴
の
き
め
細
か
な
パ
ン
粉
を

ま
と
っ
た
カ
ツ
の
薄
さ
の
秘

密
が
見
え
て
く
る
。
増
太
郎

は
、
彼
の
地
で
親
し
ん
だ
ウ

ィ
ン
ナ
シ
ュ
ニ
ッ
ツ
ェ
ル
を
参

考
に
、
牛
肉
を
た
た
き
伸
ば

し
て
薄
く
し
、
特
製
パ
ン
粉

で
揚
げ
て
、
香
辛
料
た
っ
ぷ

り
の
ソ
ー
ス
を
か
け
た
丼
物

を
創
作
し
た
の
だ
。

ー
ス
に
じ
ゅ
っ
と
浸
し
て
、

三
升
釜
炊
き
の
県
産
コ
シ
ヒ

カ
リ
と
華
御
膳
の
ブ
レ
ン
ド

ご
飯
に
の
せ
る
と
い
う
も
の
。

カ
リ
ッ
と
し
て
い
る
の
に
し
な

や
か
な
カ
ツ
を
、
ソ
ー
ス
の

染
み
込
ん
だ
ご
飯
が
す
っ
き

り
受
け
止
め
て
い
る
か
ら
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
平

ら
げ
て
し
ま
う
は
ず
だ
。

 
 

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

キ
ャ
ベ
ツ
抜
き
で
勝
負
す
る

潔
さ
と
い
い
、
ぜ
ひ
食
べ
て

み
た
い
と
こ
ろ
。

　

元
祖
を
う
た
う
福
井
市
の

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軒
総
本
店
」

創
業
者
の
高
畠
増
太
郎
は
、

天
皇
の
料
理
番
と
し
て
知
ら

れ
る
秋
山
徳
蔵
と
同
じ
く
福

井
出
身
、
か
つ
同
世
代
。
明

治
末
期
、
二
人
は
修
業
先
の

ベ
ル
リ
ン
で
交
流
し
て
い
た
。

　

本
邦
初
の
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼

は
、
東
京
・
早
稲
田
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
軒
で
評
判
を
と
る
が
、

増
太
郎
は
関
東
大
震
災
を
機

に
帰
郷
し
、
牛
肉
を
豚
肉
に

替
え
て
再
出
発
し
た
。

　

現
代
、
三
代
目
・
高
畠
範

行
さ
ん
が
往
年
の
味
に
磨
き

を
か
け
た
と
い
う
レ
シ
ピ
は
、

国
産
豚
の
ロ
ー
ス
と
も
も
肉

を
ラ
ー
ド
で
揚
げ
、
特
製
ソ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～速度が運転に与える影響編～
 【解 答】２面に問題
❶ ×（教則第4章第5節2 自動車に
働く自然の力⑷）遠心力は、速度の
2乗に比例して大きくなるため、速
度が2倍になれば4倍になる。
❷ ○（教則第4章第5節2 自動車に
働く自然の力⑷）制動距離も、速度
の2乗に比例して大きくなるため、
速度が2倍になれば4倍になる。
❸ ×（教則第4章第5節2 自動車に
働く自然の力⑷）衝撃力も、速度の
2乗に比例して大きくなるため、速
度が2倍になれば4倍になる。

❹ ○（教則第4章第5節2 自動車に
働く自然の力⑶）時速60キロメート
ルでコンクリートの壁に激突した場
合は、約14メートルの高さ（ビルの
５階程度）から落ちた場合と同じ程
度の衝撃力を受けるので、高速運
転するときには、特に注意する。
❺ ×（教則第4章第5節1 視覚の特
性 ⑴）高速になると視力が低下し、
特に近くのものが見えにくくなるの
で注意する。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

︵
２
面
︶

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①横断歩行者がいても、「自車のほうが先に左折で
きる」とか、「相手が止まる」と考えて左折していく
車も見られますが、このような行為は違法で、かつ、
きわめて悪質・危険な行為です。特に、この場面の
ように友だちを追いかけている子どもは、周囲の
状況を気にせずに一目散に走って横断しようとし
ますから、必ず横断歩道の手前で停止し、子どもの
横断を待たなければなりません。また、子どもに限
らず、横断歩道は歩行者優先であることを忘れて
はなりません。
②右折車と左折車では、左折車が優先されますが、
なかには強引に右折してくる対向車もいますから、
対向右折車の動きにも注意しましょう。
③自車の左側の歩道を後方から進行してくる自転車
（同一方向から進行してくる自転車）はドライバー
からは見えず、サイドミラーにも映らないケースが
ほとんどです。そのため左折する時に見落としたり、
発見が遅れて事故になるケースが多発しています。
左折時は徐行するとともに、横断歩道の右側だけ

①横断歩道の向こう側から子どもが横断しようとして
おり、このまま左折していくと子どもをはねる危険
があります（図１）。

②対向右折車が右折してくると衝突する危険がありま
す（図２）。

③子どもの横断を待って左折していくとき、同一方向
から進行してきた自転車が横断してくると衝突する
危険があります。また、左折するときオーバーハン
グにより車体の後部が右側車線にはみ出すと、後
続車と接触する危険があります（図３）。

　あなたは片側２車線の信号機のある交
差点にさしかかり、左折しようとしています。
この場面にはどのような危険があります
か。また、危険を避けるためにはどのよう
な運転をすればよいでしょうか。考えてみ
ましょう。

図１

図２

図３

でなく左側の状況もしっかり確認する習慣
をつける必要があります。なお、右側車線に
後続車がある時は、オーバーハングによる
はみ出しにも注意しましょう。

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

３
月
27
日
、「
平
成
29
年
度

決
算
版
経
営
分
析
報
告
書
」

を
ま
と
め
、
公
表
し
た
（
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
）。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
ト
ラ
ッ

ク
運
送
事
業
者
２
４
１
３
者

（
有
効
数
）
か
ら
提
出
さ
れ

た
29
年
度
決
算
（
28
年
10
月

今
期
は
営
業
赤
字
に
転
じ

た
。
経
常
利
益
は
前
年
度
比

﹁
置
き
配
検
討
会
﹂を

新
た
に
設
置

再
配
達
削
減
に
向
け

課
題
等
を
整
理

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
３
月
25
日
、第
１
回
「
置

き
配
検
討
会
」を
開
催
し
た
。

　

国
交
省
と
経
産
省
で
は
、

平
成
30
年
５
月
〜
10
月
に
か

け
て
「
宅
配
事
業
と
Ｅ
Ｃ
事

業
の
生
産
性
向
上
連
絡
会
」

を
計
４
回
開
催
。
同
連
絡
会

に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
「
多

様
な
受
け
取
り
方
法
の
推

進
」
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
利

用
者
が
あ
ら
か
じ
め
指
定
す

で
減
少
し
た
も
の
の
、
黒
字

圏
を
堅
持
し
た
。

る
場
所
（
玄
関
先
等
）
に
非

対
面
で
配
達
を
行
う
「
置
き

配
」
に
つ
い
て
、
実
施
に
あ

た
っ
て
の
課
題
等
の
整
理
を

行
う
と
と
も
に
、
関
係
省
庁

や
関
係
業
界
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
、
取
り
得
る
対
応
策
等

の
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的

に
、同
検
討
会
を
設
置
し
た
。

　

同
検
討
会
で
は
、
置
き
配

実
施
企
業
等
に
よ
る
取
り
組

み
事
例
も
取
り
ま
と
め
、
検

討
結
果
等
を
合
わ
せ
て
広
く

周
知
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、

関
係
業
界
や
消
費
者
の
意
識

醸
成
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。

因
が
影
響
し
、
と
も
に
悪
化

に
転
じ
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
貨

物
運
送
事
業
に
お
け
る
営
業

損
益
段
階
で
黒
字
の
事
業
者

の
割
合
は
50
％
（
１
２
０
６

者
）と
、ほ
ぼ
半
数
と
な
っ
た
。

ま
た
、
車
両
10
台
以
下
の
区

分
で
は
、55
％
（
４
１
４
者
）

が
営
業
赤
字
と
な
り
、
複
数

の
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要
因
は
特

に
事
業
規
模
が
よ
り
小
さ
い

事
業
者
へ
強
く
影
響
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

運
賃
等
の
水
準
引
上
げ
お

よ
び
貨
物
量
増
加
に
よ
り
、

営
業
収
益
は
改
善
傾
向
と
な

っ
た
も
の
の
、
燃
料
コ
ス
ト
、

人
材
コ
ス
ト
、
高
速
道
路
利

用
コ
ス
ト
等
の
増
大
に
よ
り
、

〜
30
年
８
月
）
の
「
一
般
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
報
告

書
」
に
つ
い
て
、
決
算
内
容

を
分
析
し
た
も
の
。

　

営
業
収
益
（
貨
物
運
送
事

業
収
入
）
は
１
者
平
均
２
億

１
９
６
９
万
３
千
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
２
・
８
％
増
加

し
た
︵
表
︶。
一
方
、
営
業

利
益
率
お
よ
び
経
常
利
益
率

は
、
燃
料
価
格
上
昇
に
よ
る

燃
料
油
脂
費
増
加
、
深
刻
な

運
転
者
人
材
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
賃
金
引
上
げ
（
賞
与

の
増
額
等
）
に
よ
る
人
件
費

増
加
、
傭
車
の
運
賃
等
単
価

の
引
上
げ
、
さ
ら
に
長
時
間

労
働
の
抑
制
・
稼
働
率
向
上

に
向
け
た
高
速
道
路
利
用
拡

大
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
要

幕
張
本
郷
駅
付
近
に
集
配

貨
物
車
両
専
用
駐
車
ス
ペ

ー
ス
2
区
画
設
置

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
角
田
正
一
会
長
）
は
、
特

積
宅
配
事
業
者
等
と
協
力
し

て
行
っ
た
駐
車
に
係
る
実
態

調
査
を
基
に
、
千
葉
県
警
察

本
部
交
通
規
制
課
等
に
対
し
、

「
集
配
貨
物
車
両
に
係
る
駐

車
規
制
見
直
し
」
に
関
す
る

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
同
課
で
は
、

千
葉
県
内
で
初
め
て
幕
張
本

郷
駅
前
バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
付

近
に
集
配
貨
物
車
両
の
駐
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
︵
写

真
︶。

　

商
業
ビ
ル
が
多
く
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
少
な
い
幕
張
本
郷

駅
付
近
で
は
、
離
れ
た
場
所

に
駐
車
し
台
車
で
荷
物
を
運

ぶ
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
お

客
様
の
ビ
ル
の
脇
に
車
を
止

め
、
荷
物
を
取
り
に
来
て
も

ら
う
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
今

回
の
措
置
を
受
け
、
駐
車
中

の
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
は
、「
安
心

し
て
駐
車
で
き
、
配
達
先
ま

で
近
く
な
り
助
か
っ
た
」
と

喜
ん
で
い
る
。

Ｗ
ｅ
ｂ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
人
材
確
保
対

策
事
業
展
開

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

　

神
奈
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
吉
田
修
一
会
長
）
は
３
月

14
日
、
人
材
確
保
対
策
事
業

と
し
て
、
①
準
中
型
免
許
Ｐ

Ｒ
動
画
の
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告
へ
の

配
信
、
②
県
内
の
高
校
へ
の

同
Ｐ
Ｒ
動
画
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
配

布
、
③
「
物
流
出
前
事
業
」

で
の
配
布
冊
子
の
作
成
―
―

の
実
施
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
同
協

会
の
経
営
改
善
委
員
会
の
事

業
計
画
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
。
高
校
生
等
の
若

年
層
を
対
象
に
、
準
中
型
免

許
制
度
の
認
知
度
向
上
と
、

ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
と
い

う
職
業
へ
の
関
心
度
向
上
を

目
的
に
実
施
。
①
の
動
画
は
、

３
月
中
に
県
内
の
大
型
ビ
ジ

ョ
ン
や
駅
構
内
の
ビ
ジ
ョ
ン
等

で
も
放
映
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
③
の
冊
子
は
、
表

紙
を
神
奈
川
工
業
高
校
の
生

徒
が
作
成
︵
写
真
︶。
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事
内

容
や
神
奈
川
県
内
の
物
流
に

つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
い
テ

キ
ス
ト
と
、
写
真
を
ふ
ん
だ

ん
に
用
い
た
ポ
ッ
プ
な
デ
ザ

イ
ン
で
説
明
す
る
内
容
と
な

っ
て
い
る
。
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営
業
収
益
は
改
善
傾
向
に

経
営
分
析
報
告
書
　
平
成
29
年
度
決
算
版

貨物運送事業の営業収益・営業利益率の推移（1者平均）表

注：営業収益のカッコ内は前年度比伸び率、単位％、▲はマイナス

営業利益率（％）営業収益（千円）

29年度28年度27年度29年度28年度平成27年度
区分

全　体

10台以下

11～20台

21～50台

51～100台

101台以上

車
両
規
模
別

▲ 0.3

▲ 1.3

▲ 0.4

▲ 0.2

▲ 0.1

 0.0

▲ 0.3

▲ 1.5

▲ 0.9

0.0

0.2

　 0.6

0.2

▲ 0.7

0.1

0.2

0.3

1.0

（ 　 2.8 ）
219,693

（ 　 4.0 ）
59,024

（ 　 4.4 ）
158,533

（ 　 0.7 ）
324,052

（ 　 2.1 ）
653,458

（ 　 2.3 ）
1,333,006

（    6.1 ）
213,751

（    3.5 ）
56,780

（    3.9 ）
151,893

（    4.9 ）
321,930

（    5.9 ）
639,716

（　11.5 ）
1,303,147

（    0.3 ）

（　 0.6 ）

（　 0.5 ）

（ ▲ 3.4 ）

（ ▲ 1.8 ）

201,492

54,852

146,126

306,958

603,821

（　 2.9 ）
1,168,593

 

総
合
物
流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
検
証
・
見
直
し
を
実
施

「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」
国
民
運
動

な
ど
７
施
策
を
追
加

　

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業

省
は
３
月
28
日
、
今
後
推
進

す
べ
き
具
体
的
な
物
流
施
策

を
取
り
ま
と
め
た
「
総
合
物

流
施
策
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
平
成
30
年
１
月
31
日
策

定
）」
に
つ
い
て
、
施
策
の
実

施
状
況
の
検
証
お
よ
び
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
改
定
を
行
っ
た
。

　

29
年
７
月
29
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
総
合
物
流
施
策

大
綱
（
２
０
１
７
年
度
〜
２

０
２
０
年
度
）」
に
基
づ
き
、

今
後
推
進
す
べ
き
具
体
的
施

策
を
取
り
ま
と
め
た
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
全
99
施

策
に
関
す
る
策
定
後
約
１
年

間
の
取
り
組
み
の
実
施
状
況

の
検
証
を
実
施
。
各
施
策
と

も
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
従
い
、
概

ね
着
実
に
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
取
り
組
み
内
容
や

工
程
に
変
更
が
必
要
な
施
策

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
改
定
し
、
最
新
の
状

況
を
反
映
さ
せ
る
と
と
も

に
、
新
た
に
次
の
７
施
策
を

追
加
し
た
。

　

①
港
湾
の
完
全
電
子
化
の

推
進
、②
「
ホ
ワ
イ
ト
物
流
」

国
民
運
動
の
展
開
、
③
ホ
ワ

イ
ト
経
営
の
「
見
え
る
化
」、

④
荷
待
ち
時
間
が
特
に
長
い

輸
送
分
野
等
に
お
け
る
取
り

組
み
の
推
進
、
⑤
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
お
け
る
女
性
等
多

様
な
人
材
の
確
保
に
向
け
た

環
境
整
備
、
⑥
空
港
の
防
災

・
減
災
対
策
、
⑦
物
流
・
商

流
情
報
の
見
え
る
化
と
物
流

・
商
流
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築
。

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
を

通
じ
、
物
流
事
業
の
労
働
生

産
性
を
全
産
業
平
均
並
み
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
目
指
す

と
と
も
に
、
２
０
２
０
年
度

ま
で
に
２
割
程
度
向
上
さ
せ

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

経 産 省
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▼
春
先
、
こ

の
季
節
は
、

マ
ス
ク
と
テ

ィ
ッ
シ
ュ
が

手
放
せ
ま
せ

ん
。
今
年
は
、こ
と
の
ほ
か
「
花
粉
症
」

で
お
悩
み
の
方
が
多
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。
私
も
目
の
か
ゆ
み
、
鼻
水
、
く
し

ゃ
み
と
ト
リ
プ
ル
パ
ン
チ
で
Ｋ
Ｏ
寸
前

で
す
。
▼
先
日
、
群
馬
県
山
間
部
の
ゴ

ル
フ
場
で
プ
レ
ー
し
ま
し
た
が
、
杉
林

か
ら
花
粉
が
飛
散
す
る
様
子
を
つ
ぶ
さ

に
見
ま
し
た
。
淡
い
橙
色
の
花
粉
は
、

た
わ
わ
に
熟
し
た
果
実
の
よ
う
に
も
見

え
、
深
い
森
を
支
配
す
る
か
の
よ
う
な

迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。
▼
「
ス
ギ
花
粉

症
」
が
報
告
さ
れ
た
の
は
、
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
前
年
１
９
６
３
（
昭

和
38
）
年
で
し
た
。
戦
後
の
復
興
に
合

わ
せ
、
全
国
の
山
林
が
一
斉
に
伐
採
さ

れ
た
後
に
、
土
砂
崩
れ
等
を
防
止
す
る

た
め
盛
ん
に
ス
ギ
が
植
林
さ
れ
た
結
果

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
や
、「
国
民

病
」
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
早

い
終
息
を
じ
っ
と
静
か
に
待
つ
の
み
で

す
。
▼
驚
い
た
の
は
、
プ
レ
ー
後
に
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
一
息
つ
い
て
い
る
と
、

季
節
外
れ
の
粉
雪
が
舞
っ
て
き
た
の
で

す
。
溶
け
て
地
中
に
堆
積
さ
れ
、
田
畑

を
潤
し
、
や
が
て
河
川
に
紛
れ
行
く
粉

雪
に
比
べ
、
人
の
体
内
に
蓄
積
し
て
弊

害
を
も
た
ら
す
花
粉
は
、
や
は
り
人
間

に
と
っ
て
は
歓
迎
で
き
ぬ
諸
悪
の
根
元

で
す
。
▼
厳
し
い
冬
が
徐
々
に
去
り
、

そ
し
て
、
後
に
は
待
ち
に
待
っ
た
春
の

訪
れ
で
す
。
全
国
で
「
桜
」
の
開
花
が

伝
え
ら
れ
、
こ
ち
ら
は
花
粉
と
違
い
心

を
う
き
う
き
さ
せ
ま
す
。
花
見
は
、
貴

族
の
行
事
と
し
て
奈
良
時
代
は
「
梅
」

や
「
萩
」
を
出
し
に
し
て
、
平
安
時
代

か
ら
は
「
桜
」
を
春
の
花
の
代
表
格
と

し
て
愛
で
歌
を
詠
み
、
宴
を
催
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
斉
に
咲
き
、
パ

ッ
と
散
り
行
く
桜
は
潔
く
あ
っ
ぱ
れ

で
、
日
本
人
が
こ
よ
な
く
愛
し
て
や
み

ま
せ
ん
。
▼
全
国
に
桜
の
名
所
は
数
多

く
あ
り
ま
す
が
、
東
京
都
内
で
は
、
何

と
言
っ
て
も
皇
居
近
く
の
「
千
鳥
ヶ

淵
」
で
し
ょ
う
。
ま
も
な
く
約
７
０
０

㍍
の
遊
歩
道
は
人
、
人
、
人
で
埋
め
尽

く
さ
れ
大
混
雑
、
夜
は
約
２
６
０
本
の

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
い
つ
ま
で
も
見
て
い

た
い
幻
想
的
な
世
界
を
演
出
し
ま
す
。

▼
か
と
思
え
ば
「
上
野
恩
賜
公
園
」
の

花
見
は
、
桜
を
見
る
と
い
う
よ
り
大
宴

会
場
に
紛
れ
込
ん
だ
印
象
を
受
け
ま

す
。「
江
戸
の
町
を
華
や
か
に
」
と
上

野
の
森
に
桜
を
植
え
た
徳
川
家
康
に
知

恵
者
と
し
て
重
用
さ
れ
た
天
海
大
僧
正

も
、
さ
ぞ
や
苦
笑
い
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
▼
落
語
「
長
屋
の
花
見
」
は
、

貧
し
い
な
が
ら
も
逞
し
く
生
き
る
長
屋

の
人
々
が
花
見
に
行
く
も
、
金
持
ち
の

食
材
と
自
分
達
が
持
ち
寄
っ
た
食
材
の

格
差
に
愕
然
と
し
な
が
ら
も
妙
案
を
絞

り
出
し
、
金
持
ち
の
食
材
を
手
に
入
れ

る
と
い
う
内
容
で
す
。
お
金
持
ち
か
ら

「
食
材
と
場
所
を
取
り
返
し
て
こ
い
」

と
命
じ
ら
れ
た
幇
間
が
、
長
屋
の
連
中

に
懐
柔
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
結
末
は
上

手
い
落
ち
で
す
。
▼
長
屋
と
い
え
ば
、

自
宅
か
ら
程
近
い
場
所
に
あ
る
元
庄
屋

「
根
岸
家
」
屋
敷
跡
の
長
屋
門
に
沿
う

よ
う
に
咲
く
10
本
の
桜
は
、
枝
振
り
が

見
事
な
一
級
品
で
す
。
メ
ジ
ャ
ー
な
桜

の
名
所
で
な
く
と
も
ひ
っ
そ
り
と
気
高

く
咲
く
桜
に
惜
し
み
無
い
拍
手
を
贈
り

た
い
も
の
で
す
。
そ
う
い
え
ば
庄
屋
の

門
前
に
桜
と
対
峙
す
る
よ
う
に
大
き
な

広
場
が
あ
り
ま
し
た
。
き
っ
と
庄
屋

は
、
こ
の
時
期
に
小
作
人
家
族
と
桜
を

出
し
に
、
皆
と
楽
し
く
花
見
を
し
、「
悦

に
入
り
な
が
ら
」
大
盤
振
る
舞
い
を
し

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
！

 

（
山
崎
薫
）

こ
ち
ら
広
報
室
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で
バ
ス
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
こ
ち
ら
で
は
す
で
に
脳

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
、
ト
ラ
ッ

ク
で
も
心
臓
Ｃ
Ｔ
や
脳
Ｍ
Ｒ

Ｉ
検
査
も
必
要
に
応
じ
て
随

時
実
施
す
る
予
定
で
す
。
事

故
が
起
き
て
従
業
員
が
死
傷

し
た
後
に
ル
ー
ル
を
作
っ
た

り
、
対
策
を
立
て
る
の
で
は

遅
い
の
で
す
。『
従
業
員
を
守

る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
か
』

と
い
う
こ
と
を
常
に
意
識
し
、

必
要
と
思
っ
た
こ
と
は
何
で

も
と
り
入
れ
ま
す
。
こ
れ
は

『
コ
ス
ト
』で
は
な
く『
投
資
』

な
の
で
す
。
安
全
と
安
心
、

そ
し
て
従
業
員
の
健
康
を
手

に
入
れ
る
た
め
、
先
行
投
資

は
今
後
も
積
極
的
に
続
け
て

い
き
ま
す
」（
武
井
社
長
）

コラム
　平成２７年４月 「健心荘」内を一部改装し、「う
ずまき保育園」を開設し、従業員の働きやすい環
境づくりの一環として、子育てをサポートしている。
同社の女性従業員の働きやすい環境づくりのため
整備した社内託児所の位置づけだが、従業員以

外の園児もいる。中には地域の方で、子どもを預
けにきたのがきっかけで同社に入社した例もあるとい
う。
　なお、同社の産休後の復帰率はほぼ１００％。
出産を機に辞める人は「ほぼいない」（同社）という。

株式会社ボルテックスセイグン
会社所在地	 群馬県安中市原市 432 番地
資本金	 1 億 3,950 万円
設　立	 昭和 26 年 6月
従業員数	 415人（平成31年 2月現在）
車両数	 299 台

　

㈱
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
セ
イ
グ

ン
は
、
群
馬
県
安
中
市
に
本

社
を
構
え
、
創
業
以
来
、
危

険
物
輸
送
を
得
意
分
野
と
し

な
が
ら
も
、
幅
広
い
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
行

う
小
口
輸
送
な
ど
の
ほ
か
、

多
機
能
で
広
大
な
倉
庫
を
保

有
。
ま
た
、
本
社
の
他
に
、

新
潟
県
、長
野
県
、福
島
県
、

千
葉
県
に
営
業
所
・
物
流
セ

ン
タ
ー
な
ど
拠
点
を
設
け
、

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。 

　

同
社
は
平
成
31
年
２
月
21

日
、経
済
産
業
省
に
よ
り「
健

康
経
営
優
良
法
人
２
０
１
９

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）」

に
グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
ボ
ル

テ
ッ
ク
ス
ア
ー
ク
と
と
も
に

認
定
を
受
け
た
。同
制
度
は
、

地
域
の
健
康
課
題
に
即
し
た

取
り
組
み
や
日
本
健
康
会
議

が
進
め
る
健
康
増
進
の
取
り

組
み
を
基
に
、
特
に
優
良
な

健
康
経
営
を
実
践
し
て
い
る

大
企
業
や
中
小
企
業
等
の
法

人
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、
今

回
は
大
規
模
法
人
８
２
０
法

人
、
中
小
規
模
法
人
２
５
０

３
法
人
が
認
定
さ
れ
た
。

　　
「
わ
が
社
の
基
本
理
念
で

あ
る
『
安
全
第
一
主
義
』
の

根
本
は
、何
と
言
っ
て
も
『
人

が
大
事
』
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
社
会
も
会
社
も

全
て
人
で
成
り
立
っ
て
お
り
、

人
の
安
全
を
最
優
先
に
す
る

こ
と
が
、
会
社
・
経
営
者
と

し
て
の
一
番
の
責
任
で
す
。
一

般
的
に
会
社
の
資
産
は
『
人

・
モ
ノ
・
金
』
と
い
わ
れ
ま

す
が
、私
は『
人
・
人
・
人
』

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
実
際
に
可
能
と
す
る
環
境

を
具
体
的
に
整
え
て
い
く
の

が
ト
ッ
プ
の
責
務
で
あ
り
、

そ
れ
を
後
押
し
す
る
の
が
会

社
の
体
制
づ
く
り
だ
と
考
え

て
き
ま
し
た
」（
武
井
宏
社
長
）

　

同
社
が
、「
安
全
第
一
主

義
」
の
基
本
理
念
を
掲
げ
、

安
全
・
健
康
経
営
に
取
り
組

ん
で
き
た
歴
史
は
長
い
。
昭

和
46
年
に
現
在
地
に
本
社
を

移
転
し
た
翌
年
に
は
、
社
宅

や
独
身
寮
が
完
成
し
福
利
厚

生
を
充
実
さ
せ
た
。
同
52
年

　

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、

健
心
荘
を
活
用
し
た
「
健
康

管
理
室
」
の
設
置
と
「
遠
隔

健
康
指
導
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
で
あ
る
。
健
心
荘
は
、
勤

務
時
間
帯
の
不
規
則
な
ド
ラ

イ
バ
ー
の
休
憩
・
仮
眠
室
と

し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
シ

ャ
ワ
ー
、洗
濯
機
、冷
蔵
庫
、

給
湯
室
な
ど
が
完
備
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
、
平
成
24

年
に
「
健
康
管
理
室
」
を
設

置
。
こ
こ
に
は
従
業
員
の
健

に
は
管
理
部
門
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー（
Ｐ
Ｃ
）を
導
入
し
、

同
63
年
Ｐ
Ｃ
の
大
型
化
を
進

め
効
率
化
を
図
る
中
、
平
成

４
年
に
は
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
Ｃ
Ｉ
）

を
実
施
し
た
。
ま
た
同
年
に

は
、
敷
地
内
に
従
業
員
宿
舎

「
健
心
荘
」
を
竣
工
。
Ｉ
Ｔ

を
用
い
た
シ
ス
テ
ム
化
推
進

と
同
時
に
、「
健
心
荘
」
な

ど
従
業
員
の
健
康
管
理
の
た

め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
様
々
な
管
理
・
サ
ポ
ー

ト
対
策
を
充
実
さ
せ
て
き
た
。

康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

社
内
保
健
師
が
週
４
日
で
勤

務
し
て
い
る
。
健
康
管
理
室

は
、
定
期
健
康
診
断
に
基
づ

く
健
康
状
態
の
把
握
や
再
検

査
の
お
知
ら
せ
、
健
康
相
談

・
ア
ド
バ
イ
ス
、保
健
指
導
、

長
時
間
労
働
者
面
談
、
復
職

面
談
な
ど
、
産
業
医
と
連
携

し
な
が
ら
社
員
の
健
康
管
理

を
一
手
に
担
う
。
そ
し
て
、

こ
こ
で
同
26
年
か
ら
稼
働
し

て
い
る
の
が
、「
遠
隔
健
康
指

導
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
上
越
（
新

潟
県
）・
白
河
（
福
島
県
）・

千
葉
（
千
葉
県
）
の
各
営
業

所
に
も
端
末
が
設
置
さ
れ
、

こ
こ
健
康
管
理
室
を
中
心
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
結
ば
れ

て
い
る
。
定
期
健
康
診
断
デ

ー
タ
の
管
理
を
行
う
だ
け
で

な
く
Ｐ
Ｃ
画
面
を
通
じ
て
、

直
接
面
談
し
て
保
健
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

　
「
本
シ
ス
テ
ム
の
特
徴
と
し

て
、
デ
ー
タ
が
一
元
管
理
さ

れ
て
お
り
経
年
デ
ー
タ
も
把

握
で
き
る
た
め
、
継
続
的
な

保
健
指
導
が
可
能
で
す
。
従

業
員
全
員
の
定
期
健
康
診
断

の
受
診
結
果
を
保
健
師
が
確

認
、
産
業
医
の
指
示
に
よ
り

必
要
が
あ
る
社
員
に
再
検
査

の
指
示
や
保
健
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
利
便
性
の
面
で

も
複
数
・
遠
隔
営
業
所
で
あ

っ
て
も
、
本
社
の
保
健
師
１

人
で
対
応
が
可
能
な
た
め
、

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
時
間
が
取

り
に
く
い
職
種
で
も
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
予
約
機
能
で
わ
ず

か
な
仕
事
の
合
間
に
保
健
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
面
で
も

個
人
の
健
康
診
断
結
果
は
、

Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
管
理

さ
れ
、
保
健
師
と
人
事
部
し

か
閲
覧
で
き
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
」（
宇
佐
見
和
宏

監
査
役
）

　

同
社
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ

ム
導
入
後
、
有
所
見
者
の
再

検
査
受
診
率
が
従
来
27
％
で

あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

約
１
０
０
％
へ
と
劇
的
に
改

善
し
て
い
る
。
ま
た
、
27
％

台
だ
っ
た
当
時
は
、
未
受
診

者
が
重
篤
な
病
に
か
か
る
な

　

こ
の
「
遠
隔
健
康
指
導
シ

ス
テ
ム
」
の
も
う
１
つ
の
優

れ
た
点
は
、
同
社
で
同
シ
ス

テ
ム
が
稼
働
す
る
前
か
ら
運

用
さ
れ
て
い
た
、「
運
行
指

令
機
能
付
き
Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス

テ
ム
」
と
連
携
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、
同
社
が
平
成
17
年
に
独

自
開
発
し
た
Ｉ
Ｔ
遠
隔
点
呼

シ
ス
テ
ム
で
、
各
営
業
所
と

本
社
警
備
室
に
設
置
さ
れ
た

端
末
を
利
用
す
る
。
営
業
所

で
測
定
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル

検
知
結
果
、
血
圧
測
定
結
果

な
ど
各
デ
ー
タ
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
送
受
信
さ
れ
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
状
態
に
問
題
が

な
い
か
本
社
で
確
認
を
と
る
。

ま
た
、
本
社
で
は
直
接
対
面

点
呼
を
行
う
が
、
こ
の
対
面

点
呼
に
も
こ
の
Ｉ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
て
お
り
、
全
て
の
点

呼
が
同
様
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で

あ
る
の
も
特
徴
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
側
の
機
器
は
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
自
己
申
告

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

機
械
等
が
苦
手
な
ド
ラ
イ
バ

ー
で
も
簡
単
に
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
あ
る
。ま
た
、

ど
の
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
が
、

傷
病
に
よ
る
休
職
者
は
、
メ

ン
タ
ル
不
全
も
含
め
て
大
幅

に
減
少
し
た
。

　

な
お
、28
年
８
月
か
ら
は
、

50
人
以
上
が
在
籍
す
る
本

社
、
上
越
・
白
河
営
業
所
で

毎
年
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
。
30
年
か
ら
は
、
全
営

業
所
で
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を

実
施
し
、
従
業
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
向
上
を
目
指
し
て

い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
検
知
、
血
圧
測

定
、
点
呼
情
報
、
運
転
免
許

・
危
険
物
取
扱
免
許
、
運
行

先
情
報
な
ど
点
呼
結
果
は
自

動
記
録
・
保
存
さ
れ
る
。

　

管
理
側
で
も
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
自
己
申
告
内
容
や
対
面

の
カ
メ
ラ
画
像
を
見
な
が
ら

対
話
で
き
、
ア
ル
コ
ー
ル
・

血
圧
測
定
結
果
な
ど
の
ほ
か

国
土
交
通
省
が
定
め
る
点
呼

業
務
で
求
め
ら
れ
る
必
要
項

目
を
全
て
取
得
し
、
運
行
の

可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
可

能
。
こ
の
結
果
も
自
動
に
記

録
・
保
存
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
確
実
性
を
担
保
す
る
方
法

と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
側
と

管
理
者
側
双
方
で
静
脈
認
証

に
よ
る
本
人
確
認
を
行
う
。

こ
の
静
脈
認
証
で
「
誰
の
点

　

同
社
の
安
全
・
健
康
対
策

の
基
幹
と
な
る
健
康
管
理
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
先
進

的
な
取
り
組
み
と
い
え
、
今

回
の
健
康
経
営
優
良
法
人
の

認
定
も
必
然
と
思
わ
れ
る
か

呼
を
誰
が
行
っ
た
か
」
を
確

実
に
確
認
し
情
報
を
記
録
・

保
存
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

ま
た
、
こ
の
静
脈
認
証
は
確

実
性
の
担
保
の
み
な
ら
ず
、

個
人
Ｉ
Ｄ
入
力
を
省
略
で

き
、
簡
単
に
ロ
グ
イ
ン
で
き

る
の
で
、
時
間
と
手
間
が
省

け
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

同
社
で
は
こ
の
Ｉ
Ｔ
点
呼

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
っ
て
、

「
ベ
テ
ラ
ン
運
行
管
理
者
並

み
の
点
呼
レ
ベ
ル
を
確
実
に

実
施
可
能
に
な
っ
た
」（
唐

澤
仁
志
執
行
役
員
人
事
部
部

長
）
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
挙

げ
、
ま
た
、
静
脈
認
証
で
ロ

グ
イ
ン
が
簡
単
な
反
面
、
絶

対
不
正
が
で
き
な
い
と
い
う

厳
格
さ
も
指
摘
す
る
。
さ
ら

に
、
万
が
一
事
故
が
発
生
し

た
と
し
て
も
、
適
正
な
点
呼

内
容
が
証
明
で
き
、
さ
ら
に

は
、
同
社
の
主
な
輸
送
品
目

の
１
つ
で
あ
る
危
険
物
輸
送

等
で
事
故
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
輸
送
物
の
内
容
が
す
ぐ

に
判
明
す
る
の
で
、「
事
故
の

対
処
等
も
迅
速
に
行
う
こ
と

が
で
き
る
」（
同
）。
な
お
、

こ
の
点
呼
で
の
血
圧
測
定
等

の
結
果
は
一
元
管
理
さ
れ
て

い
る
た
め
、
健
康
管
理
室
の

保
健
師
も
閲
覧
で
き
る
。
こ

う
し
た
一
元
管
理
の
お
陰
で
、

点
呼
時
に
有
所
見
者
で
あ
っ

た
場
合
に
は
、
管
理
者
か
ら

注
意
が
あ
る
な
ど
管
理
が
行

き
届
く
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
昨
今
の
健
康

起
因
事
故
増
加
傾
向
に
対
応

し
て
急
に
導
入
し
た
も
の
で

は
な
い
。
ベ
ー
ス
に
は
長
年

に
わ
た
り
地
道
に
続
け
る
危

険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ｋ

Ｙ
Ｔ
）
や
安
全
標
語
啓
発
活

動
な
ど
、
常
に
「
安
全
衛
生

を
先
取
り
す
る
職
場
風
土
」

の
醸
成
と
、
そ
れ
を
推
進
し

た
武
井
社
長
の
強
い
意
志
が

あ
っ
た
か
ら
だ
。

　
「
安
全
第
一
主
義
を
貫
き
、

従
業
員
を
守
る
た
め
に
肝
心

な
の
は『
点
呼
』で
す
。
現
在
、

各
地
で
様
々
な
事
故
が
起
き

て
い
ま
す
が
、
そ
の
事
故
の

原
因
と
な
る
不
安
全
要
素
は

点
呼
で
摘
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
万

が
一
事
故
が
起
き
て
し
ま
っ

て
も
、
し
っ
か
り
と
点
呼
を

行
っ
て
い
れ
ば
そ
の
原
因
も

究
明
で
き
、
再
発
防
止
に
も

役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

当
社
は
Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム

を
開
発
し
、
運
用
を
開
始
し

て
か
ら
の
デ
ー
タ
は
全
て
保

存
、
継
続
管
理
で
き
る
よ
う

に
し
た
こ
と
で
一
段
上
の
管

理
が
可
能
と
な
り
、
現
在
は

定
期
健
康
診
断
後
の
オ
プ
シ

ョ
ン
検
査
と
し
て
、
社
内
独

自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
り
、

該
当
し
た
従
業
員
に
は
全
額

会
社
負
担
で
ホ
ル
タ
ー
心
電

図
や
Ａ
Ｂ
Ｉ
検
査
を
開
始
し

ま
し
た
。
弊
社
は
グ
ル
ー
プ

武井　宏
代表取締役

　

従
業
員
が
健
康
に
働
く
こ
と
の
で

き
る
職
場
づ
く
り
は
、
会
社
の
事
業

を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
の
最
も
重

要
な
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働

者
の
健
康
を
巡
る
状
況
を
み
る
と
、

近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死
等
が

多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
な
ど
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
や
過
重
労
働
に
よ

る
健
康
障
害
防
止
対
策
は
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
企
画
で
は
「
健
康
職

場
づ
く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
、
群

馬
県
安
中
市
の
株
式
会
社
ボ
ル
テ
ッ

ク
ス
セ
イ
グ
ン（
武
井
宏
代
表
取
締
役
）

に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
「
健
康
経
営
優
良
法
人
」
の
認
定
受
け
る

健
康
増
進
へ
の
取
り
組
み
が
認
め
ら
れ

第
14
回  

㈱
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
セ
イ
グ
ン（
群
馬
県
安
中
市
）

◇
「
健
康
管
理
室
」
を
設
置
し
保
健
師
が
指
導

「
遠
隔
健
康
指
導
シ
ス
テ
ム
」
で
デ
ー
タ
一
元
管
理

◇
Ｉ
Ｔ
点
呼
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
連
携

飲
酒
検
知
・
血
圧
測
定
結
果
な
ど
一
目
瞭
然

◇
従
業
員
を
守
る
諸
対
策
は
「
先
行
投
資
」

脳
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
実
行
へ

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

「
安
全
第
一主
義
」
を
貫
く
企
業
姿
勢

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
人
を
守
る
健
康
経
営

「健康職場づくり」
  事 業 者訪問

認可保育園「うずまき保育園」を運営　健心荘に併設、地域からも受け入れ

同社では対面点呼でもITを利用し、誰が点呼しても同レベルの確認や指示が可能と
なった

本社警備室で行う、他営業所とのIT点呼
点呼開始前には必ず静脈認証で本人確
認を行う

健康管理室では対面で健康相談等の業務を行うほか、他営業所との遠隔健康指導も行って
いる

女
性
従
業
員
の
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り

の
た
め
開
園
し
た
﹁
う

ず
ま
き
保
育
園
﹂


